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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
十
九
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作
物

の
う
ち
、
民
俗
学
、
民
族
学
、
文
化
人
類
学
等
、
と
り
わ
け
文
明
の
発
祥
と
人

間
の
発
達
の
関
係
の
考
察
に
関
す
る
述
作
を
収
め
る
。 
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巻
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感
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感
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 

対
女
性
共
感
覚
と
は 

  

二
〇
〇
八
年
四
月
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

一
般
に
、
ヒ
ト
の
オ
ス
が
メ
ス
の
排
卵
を
感
知
で
き
な
い
こ
と
は
、
皮
肉
に
も

「
隠
さ
れ
た
排
卵
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
部
の
言
語
障
害
者
・
自

閉
症
者
な
ど
の
男
性
、
そ
し
て
管
理
人
の
私
に
は
、
女
性
の
排
卵
は
太
古
の
ま

ま
「
隠
さ
れ
ず
」
、
「
見
え
て
」
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
管
理
人
は
こ
れ
を
「
対

女
性
共
感
覚
」
と
呼
称
し
て
い
る
。 

 

■
■
対
女
性
共
感
覚
の
概
論
■
■ 

 

 

●
一
般
の
共
感
覚
や
女
性
の
共
感
覚
と
の
違
い
● 

 

 

数
年
の
間
に
管
理
人
の
研
究
に
ご
協
力
頂
い
た
共
感
覚
者
女
性
の
う
ち
、1
割

の
女
性
に
は
世
界
の
全
て
の
文
字
に
共
感
覚
色
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
が
（
残
り
の
女
性
は
、
一
部
の
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
）、
男
性
に
対
す
る

女
性
特
有
の
共
感
覚
は
見
当
た
ら
な
い
。
ヒ
ト
の
男
性
で
は
性
欲
が
常
時
化
し

て
お
り
、
女
性
に
は
男
性
の
発
情
期
を
特
定
す
る
よ
う
な
能
力
は
必
要
が
な
い

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
男
性
で
は
興
味
深
い
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
メ
ス
の
排
卵
や
月
経
を
遠
方

か
ら
感
知
す
る
能
力
は
、
む
ろ
ん
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
の
オ
ス
で
は
持
っ
て
い

て
当
然
の
感
覚
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
い
と
種
の
保
存
が
不
可
能
で
、
人
類
が
「
言

語
」
と
呼
ぶ
意
味
で
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
わ
ず
に
性
欲
を
保
持

し
、
き
ち
ん
と
発
情
期
に
合
わ
せ
て
メ
ス
へ
の
配
偶
行
動
を
と
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
能
力
を
持
っ
た
人
間
の
男
性
は
、
た
だ
で
さ
え
少
な
く
な
っ
て
い
る

ば
か
り
か
、
九
十
五
％
以
上
が
い
わ
ゆ
る
言
語
障
害
者
・
知
的
障
害
者
で
あ
る

こ
と
が
管
理
人
の
諸
研
究
で
判
明
し
、
健
常
者
と
し
て
生
活
し
て
い
る
男
性
は

極
め
て
少
数
で
、
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
は
一
般
の
職
に
就
く
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。 

 

女
性
に
は
、
現
在
で
も
太
古
以
来
の
発
情
期
の
名
残
り
が
あ
り
、
排
卵
や
月
経

の
前
後
に
体
調
・
心
理
状
態
・
性
欲
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。
対
女
性
共
感
覚
は
、「
男
の
生
理
」
で
あ
る
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
。 

  

●
当
共
感
覚
の
原
始
性
・
古
代
日
本
性
● 

 

 

ま
た
、
明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
男
性
に
は
対
女
性
共
感
覚
を
持
つ
健
常
者
も
い

る
が
、
今
の
若
い
十
代
・
二
十
代
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
筆
者
以
外
に
は
、
健
常

者
の
男
性
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
（
三
十
代
で
は
、
対
女
性
共
感
覚
を
サ
イ
ト

で
告
白
し
て
い
る
男
性
も
い
る
）、
研
究
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
管
理
人
も
次
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第
に
感
覚
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
今
は
な
る
べ
く
早
急
で
忠
実
な
自
ら
の
感
覚
体

験
の
記
録
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
男
性
（
オ
ス
）
に

と
っ
て
普
遍
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
こ
の
共
感
覚
を
残
し
な
が
ら
、
か
つ
近
現
代

社
会
に
通
用
す
る
言
語
能
力
を
後
天
的
に
獲
得
す
る
こ
と
は
、
奇
跡
的
で
あ
る

と
言
え
る
。 

 

さ
ら
に
、
こ
の
共
感
覚
を
持
つ
男
性
は
、
健
常
者
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
読
字
障

害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
、
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
、
閃
輝
暗
点
性
の
偏

頭
痛
、
離
人
症
の
い
ず
れ
か
を
か
か
え
（
管
理
人
は
こ
れ
ら
全
て
を
持
っ
て
い

る
）
、
例
外
な
く
自
閉
症
な
い
し
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。  

  

●
言
語
学
的
視
点
か
ら
の
管
理
人
の
研
究
● 
 

 

管
理
人
が
さ
ら
に
言
語
学
的
な
研
究
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
主
語
優
勢
言
語
（
英

語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
は
じ
め
と
す
る
文
明
先
進
国
の
公
用
語
）
を
母
語
と
す
る

男
性
に
は
、
対
女
性
共
感
覚
は
ほ
ぼ
皆
無
と
言
っ
て
よ
く
（
欧
米
の
共
感
覚
研

究
で
扱
わ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
共
感
覚
自
体
が
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
た
め
）、
今
や

極
め
て
少
数
の
日
本
人
・
朝
鮮
人
・
中
国
少
数
民
族
・
台
湾
先
住
民
族
・
ア
メ

リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
な
ど
の
古
形
の
主
題
優
勢
言
語
母
語
話
者
の
男
性
に
の
み

残
存
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
分
か
っ
て
き
た
。 

 

 

全
て
の
文
字
に
対
し
て
共
感
覚
を
持
つ
男
性
に
と
っ
て
は
、
文
字
は
原
始
的
風

景
で
あ
っ
て
文
字
と
い
う
認
識
が
な
く
、
こ
れ
が
文
字
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の

は
、
社
会
か
ら
得
た
知
識
で
し
か
な
い
と
さ
え
言
え
、
対
女
性
共
感
覚
の
有
無

の
一
つ
の
判
断
基
準
・
証
左
と
な
っ
て
い
る
。 

 

「
女
性
の
排
卵
・
月
経
が
衣
類
の
上
か
ら
感
知
で
き
る
能
力
」
が
全
て
「
共
感

覚
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
い
わ
ゆ
る
五
感
し
か
持
た
な
い
欧
米
先
進
国
や
現
代
日
本
の
一
般
男
性
は
、

こ
の
能
力
を
「
認
識
」
す
る
こ
と
は
生
涯
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
能
力
を
現
代

日
本
語
や
現
代
英
語
に
よ
っ
て
一
般
男
性
に
説
明
・
伝
達
す
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
困
難
を
極
め
る
。 

 

管
理
人
は
独
自
に
世
界
の
少
数
民
族
言
語
の
文
法
を
調
査
し
、
こ
れ
を
も
と
に
、

名
詞
や
動
詞
の
部
分
の
み
現
代
の
日
本
語
を
適
用
し
て
、
日
本
の
言
語
障
害
・

知
的
障
害
を
持
つ
男
性
に
会
話
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
男
性
の
中
に
は

高
確
率
で
女
性
の
排
卵
・
月
経
を
共
感
覚
で
感
知
す
る
男
性
が
見
つ
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
当
共
感
覚
は
、
現
代
日
本
語
や
現
代
英
語
で
記
述
す
る
こ
と
自
体

が
不
可
能
で
、
逆
に
日
本
の
古
語
文
法
や
少
数
民
族
言
語
の
文
法
で
は
記
述
可

能
で
あ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
縄
文
・
弥
生
時
代

の
頃
に
は
、
当
共
感
覚
を
持
っ
た
男
性
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 
こ
れ
は
、
当
共
感
覚
が
、「
サ
ピ
ア
・
ウ
ォ
ー
フ
の
仮
説
（
言
語
的
相
対
論
）
が

現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
非
共
感
覚
者
男
性
に
お
い
て
は
成
り
立
っ
て
し
ま
う
こ
と

（
一
般
男
性
の
知
覚
・
思
考
は
、
自
ら
が
身
に
付
け
た
西
洋
的
な
文
法
が
コ
ン
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ト
ロ
ー
ル
し
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
が
知
覚
・
思
考
で
き
な
い
こ
と
）
」、

ま
た
「
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
言
う
よ
う
な
生
成
文
法
は
、
分
裂
し
た
五
感
を
持
っ

た
近
現
代
の
白
人
男
性
や
日
本
人
男
性
の
視
点
か
ら
の
一
説
に
す
ぎ
な
い
こ
と
」

の
証
左
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
（
オ
ス
）
な
い
し
（
子

供
を
含
め
た
）
人
間
に
と
っ
て
の
普
遍
的
文
法
や
普
遍
的
知
覚
世
界
は
、
む
し

ろ
共
感
覚
者
の
男
女
の
知
覚
世
界
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
現
代

欧
米
や
現
代
日
本
の
男
性
の
五
感
世
界
は
、
動
物
史
上
極
め
て
特
殊
な
事
態
を

呈
し
て
お
り
、
む
し
ろ
オ
ス
の
知
覚
の
普
遍
性
と
対
立
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
と
言
え
る
。
今
後
、
現
代
英
語
を
小
学
生
か
ら
教
え
る
よ
う
な
時
代
が
来

た
と
す
る
と
、
も
っ
と
急
激
に
女
性
に
対
す
る
こ
の
共
感
覚
を
失
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

  

【
現
在
、
判
明
し
て
い
る
対
女
性
共
感
覚
の
特
徴
】 

 

 

●
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
女
性
の
衣
類
の
着
用
の
有
無
を
問
わ
な
い
。（
言
語
障
害

を
持
つ
既
婚
者
の
証
言
。
た
だ
し
、
和
服
の
ほ
う
が
感
知
し
や
す
い
。） 

 

●
女
性
と
の
物
理
的
距
離
に
は
影
響
を
受
け
る
。（
管
理
人
は
、
排
卵
に
つ
い
て

は
、
女
性
か
ら
お
よ
そ
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
と
感
知
で
き
な
い
。
月
経
は
、

約
十
五
メ
ー
ト
ル
以
内
。
） 

 

●
ど
ん
な
場
所
・
状
況
・
天
候
で
起
き
る
か
は
ほ
と
ん
ど
予
測
で
き
な
い
の
で
、

実
験
が
不
可
能
だ
が
、
対
象
と
な
る
女
性
の
傾
向
は
自
覚
し
て
い
る
。 

 

●
し
ば
し
ば
脈
拍
の
増
加
・
発
汗
・
軽
度
の
発
熱
・
偏
頭
痛
・
視
野
の
狭
窄
・

吃
音
・
離
人
症
状
な
ど
を
伴
う
。
閃
輝
暗
点
性
の
偏
頭
痛
の
場
合
、
歩
く
こ
と

も
困
難
に
な
る
。 

 

●
主
に
自
分
と
同
世
代
か
、
そ
の
周
辺
の
年
齢
の
女
性
に
対
し
て
起
こ
る
。（
筆

者
（
二
十
六
歳
）
の
場
合
も
、
初
潮
直
後
の
十
代
女
性
か
ら
三
十
代
前
半
の
女

性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。） 

 

●
他
の
五
感
と
同
様
、
障
害
物
・
過
度
の
電
光
や
騒
音
が
あ
る
街
中
で
は
感
覚

が
阻
害
さ
れ
る
。 

 

●
昨
今
の
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
多
様
化
や
欧
米
化
、
厚
化
粧
、
頭
髪
の
染

色
、
ピ
ア
ス
な
ど
に
よ
っ
て
も
感
覚
が
阻
害
さ
れ
る
。 

 

●
一
般
的
な
触
覚
ま
た
は
体
性
感
覚
器
官
以
外
の
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
、
女
性

の
身
体
に
触
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。（
例
え
ば
、
女
性
を
目
視
す
る
と
、

目
視
し
た
部
位
を
手
な
ど
で
触
っ
た
の
と
同
じ
感
覚
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。（
＝

脳
機
能
局
在
説
の
普
遍
性
へ
の
反
証
）） 

 

●
知
人
関
係
ま
た
は
配
偶
者
関
係
に
な
い
女
性
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
罪
悪
感

を
伴
う
。 

 

●
し
ば
し
ば
感
動
・
喜
び
・
寂
寥
感
・
不
安
感
・
疲
労
感
・
終
末
感
を
伴
う
。 

 

●
女
性
の
共
感
覚
色
の
美
観
が
恋
愛
感
情
の
発
現
の
直
接
的
な
要
因
に
な
り
う

る
。 

 

●
こ
の
共
感
覚
を
持
つ
男
性
の
ほ
と
ん
ど
は
言
語
障
害
者
で
あ
り
、
健
常
者
と

し
て
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
男
性
は
稀
で
あ
る
。 

 
●
母
親
・
恋
人
・
妻
・
姉
・
妹
・
娘
・
祖
母
・
友
人
女
性
な
ど
、
肉
親
や
恋
愛
・

知
人
関
係
の
女
性
の
中
に
性
犯
罪
被
害
や
虐
待
・
暴
力
被
害
に
遭
っ
た
女
性
が

い
る
男
性
は
、
対
女
性
共
感
覚
を
成
人
を
過
ぎ
て
も
高
確
率
で
残
す
。 
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●
父
親
や
兄
弟
・
親
類
の
男
性
が
対
女
性
共
感
覚
者
・
共
感
覚
者
で
あ
る
か
、

ま
た
は
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
多
い
。 

 
●
こ
の
共
感
覚
を
持
つ
男
性
の
家
系
の
女
性
は
、
初
潮
が
遅
い
。 

 

●
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
で
な
い
な
ど
の
自
覚
が
あ
り
、
一
見
す

れ
ば
、
男
性
に
し
て
は
消
極
的
性
格
に
映
る
男
性
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
人
は
、
自
身
の
性
的
欲
求
が
同
世
代
の
男
性
に
比
べ
て
強
い
こ
と
や
、
対
女

性
共
感
覚
が
男
性
の
普
遍
的
な
性
的
能
力
で
あ
る
こ
と
、
女
性
（
メ
ス
）
を
他

の
動
物
や
男
性
（
オ
ス
）
か
ら
守
る
た
め
の
防
衛
本
能
で
あ
る
こ
と
に
、1

0

代

の
早
い
時
期
か
ら
気
付
い
て
い
る
。 

 

●
異
性
愛
者
の
男
性
の
み
が
持
ち
う
る
。
同
性
愛
者
の
男
性
や
性
同
一
性
障
害

の
男
性
に
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
常
染
色
体
の
異
変
に
は
全
く
左
右
さ
れ

な
い
。
（
ダ
ウ
ン
症
候
群
の
男
性
で
も
持
ち
う
る
。
） 

す
な
わ
ち
、
性
愛
が
女

性
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
共
感
覚
保
持
の
絶
対
的
条
件
で
あ
る
。 

  

対
女
性
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚 

  

二
〇
〇
八
年
四
月
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
の
う
ち
、
特
に
男
性
に
お
い
て
、
女
性
に
対
し
て
し
か

起
こ
ら
な
い
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
を
自
覚
す
る
者
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
を

管
理
人
は
、
自
身
の
造
語
「
対
女
性
共
感
覚
」
と
海
外
の
研
究
者
の
命
名
で
あ

る
「
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
」
と
を
合
わ
せ
て
、「
対
女
性
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感

覚
」
と
名
付
け
た
。 

 

こ
れ
は
、
女
性
を
目
視
し
た
と
き
（
ま
れ
に
、
女
性
の
声
を
聞
い
た
と
き
）、
女

性
の
身
体
や
衣
類
に
実
際
に
触
れ
て
い
る
と
き
と
ま
っ
た
く
同
じ
触
覚
が
男
性

の
中
に
生
じ
る
共
感
覚
で
あ
る
。
特
に
、
目
視
の
場
合
に
は
、
見
て
い
る
女
性

の
身
体
の
部
位
と
触
覚
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
一
致
し
（
足
を
見
る
と
、
足

へ
の
触
覚
が
生
じ
る
）、
こ
れ
が
内
外
性
器
に
及
ん
だ
場
合
に
は
、
む
し
ろ
恍
惚

感
よ
り
も
極
度
の
罪
悪
感
を
生
じ
る
傾
向
が
あ
る
。 

 

時
に
、
女
性
の
卵
巣
や
卵
管
・
子
宮
付
近
を
自
我
が
通
過
す
る
感
覚
を
覚
え
る
、

衣
服
の
有
無
に
関
係
な
く
女
性
の
身
体
に
触
覚
が
達
す
る
、
な
ど
、
激
し
い
肉

体
的
・
精
神
的
消
耗
を
伴
う
体
験
が
、
数
週
間
～
数
年
に
一
度
あ
り
、
女
性
の

排
卵
・
月
経
な
ど
の
生
理
現
象
が
完
全
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
常
生

活
に
多
大
な
支
障
を
き
た
す
。 

 

さ
ら
に
、
第
三
者
が
女
性
を
実
際
に
触
れ
て
い
る
光
景
を
目
視
し
た
と
き
に
、

そ
の
第
三
者
に
自
我
を
転
写
さ
せ
（
す
な
わ
ち
、
第
三
者
の
肉
体
を
借
り
て
）
、

女
性
に
対
す
る
第
三
者
の
触
覚
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
自
身
の
肉
体
と
第
三
者
の
肉
体
と
の
区
別
は
、
多
分
に
曖
昧
で
あ
る

と
自
覚
さ
れ
、
た
だ
し
現
実
検
討
能
力
は
維
持
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
対
女
性
共
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
が
、
離
人
症
性
障
害
と
近
縁
の

関
係
に
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
な
る
。 
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特
に
日
本
人
男
性
の
中
に
は
、
告
白
者
が
多
数
お
り
、
一
般
の
共
感
覚
と
違
っ

て
、
若
者
ほ
ど
極
端
に
少
な
く
、
戦
前
生
ま
れ
に
多
い
。
戦
争
や
災
害
な
ど
で
、

子
孫
を
早
急
に
残
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
多
く
の
男
性
が
こ
の
共
感
覚
を

蘇
ら
せ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
男
児
は
、
保

持
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

（
三
十
代
男
性
が
ご
自
身
の
サ
イ
ト
で
こ
の
共
感
覚
を
告
白
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
） 
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た
だ
し
、
対
女
性
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
は
、
複
合
的
な
共
感
覚
と
言
う
よ
り

は
、
一
個
の
絶
対
的
な
共
感
覚
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
女

性
の
身
体
へ
の
触
覚
の
み
が
起
こ
り
、
排
卵
・
月
経
を
感
知
し
な
い
こ
と
も
多

い
。 

  

研
究
中
テ
ー
マ 

＆ 

自
伝
・
エ
ッ
セ
イ
・
論
文
等
ま
と
め 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
三
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

★
研
究
中
テ
ー
マ 

 

●
神
風
連
の
乱
、
敬
神
党
の
共
感
覚
者
集
団
性
と
宇
気
比 

●
能
格
言
語
の
世
界
分
布
と
共
感
覚
の
相
関
関
係
の
研
究 

●
勅
撰
和
歌
集
が
恋
の
部
か
ら
排
除
し
た
独
立
的
な
嗅
覚
表
現
と
、
代
わ
っ
て

積
極
採
用
し
た
対
異
性
共
感
覚
表
現 

●
和
歌
の
初
生
感
に
つ
い
て 

●
共
感
覚
と
擬
音
語
・
擬
態
語
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
玉
葉
・
風
雅
和
歌
集
に
つ

い
て 

●
「
さ
き
」「
や
が
て
」「
か
ら
」「
よ
り
」
「
思
ふ
」「
こ
こ
ろ
」「
あ
は
れ
」
等

の
共
感
覚
性
と
二
元
性
に
つ
い
て 

●
「
の
み
」
と
「
ば
か
り
」
の
極
端
な
男
女
差
が
数
百
年
に
渡
っ
た
こ
と
と
共

感
覚
と
の
関
係
に
つ
い
て 

●
「
き
ら
き
ら
→
き
ら
き
ら
し
」
、「
さ
わ
さ
わ
→
さ
わ
ぐ
」、
「
そ
よ
そ
よ
→
そ

よ
ぐ
」
等
、
擬
声
語
＋
接
尾
辞
の
形
で
形
容
詞
化
・
動
詞
化
す
る
こ
と
が
全
面

的
に
許
さ
れ
る
言
語
の
、
海
洋
・
農
耕
民
族
性
に
つ
い
て 

●
食
糧
自
給
率
の
低
下
が
日
本
人
の
共
感
覚
の
喪
失
に
も
た
ら
す
影
響
（
人
体

が
生
じ
た
土
地
と
摂
取
す
る
物
質
が
生
じ
た
土
地
と
が
隔
離
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
人
体
へ
の
影
響
） 

●
擦
弦
楽
器
と
撥
弦
楽
器
の
日
本
海
に
お
け
る
断
絶
に
つ
い
て 

●
全
て
の
黎
明
期
人
類
言
語
の
抱
合
語
性
・
膠
着
語
性
に
つ
い
て 

●
切
腹
と
共
感
覚
及
び
離
人
症
状
に
つ
い
て 

●
道
元
の
曹
洞
禅
及
び
「
正
法
眼
蔵
」
が
持
つ
対
異
性
共
感
覚
性
に
つ
い
て 

●
ル
ド
ン
、
ク
ノ
ッ
プ
フ
、
モ
ロ
ー
等
の
象
徴
主
義
画
家
と
共
感
覚 

●
「
違
く
な
い
？
」（
動
詞
活
用
と
形
容
詞
ク
活
用
が
混
在
）、「
～
み
た
く
」（
形

容
動
詞
活
用
と
形
容
詞
ク
活
用
が
混
在
）
等
の
若
者
言
葉
の
品
詞
変
動
と
、
日
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本
人
の
共
感
覚
性
の
急
速
な
消
失
に
つ
い
て 

（
「
同
じ
だ
」（
形
容
動
詞
）
の
反
対
語
「
違
う
」（
動
詞
）
が
意
味
す
る
「
複
数

の
要
素
が
相
容
れ
な
い
性
質
を
持
つ
」
こ
と
が
、
英
語
の
「b

e
 d

iffe
re

n
t

」
と

同
じ
形
容
詞
と
し
て
日
本
人
の
脳
に
知
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
危
険

性
に
つ
い
て
） 

●
日
本
人
が
音
読
を
離
れ
た
時
期
（
＝
黙
読
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
、

明
治
半
ば
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
（
屈
折
語
）
文
明
圏
よ
り
も
百
数
十
年
遅
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て 

  

★
研
究
者
な
ど
へ
の
提
供
済
み
（
予
定
）
論
文
・
自
伝
な
ど 

 

●
対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案 

●
日
本
人
の
色
彩
感
覚
の
危
機
に
関
す
る
私
見 

●
恋
情
と
共
感
覚
に
関
す
る
自
伝
的
考
察 

●
衣
服
の
色
彩
が
性
欲
及
び
性
犯
罪
等
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て 

●
和
服
を
日
常
的
に
着
て
い
る
日
本
人
女
性
の
生
理
周
期
の
色
彩
が
、
そ
う
で

な
い
女
性
に
比
べ
て
安
定
し
て
い
る
と
私
の
共
感
覚
に
お
い
て
知
覚
さ
れ
て
い

る
現
象
に
つ
い
て 

●
ピ
ア
ス
な
ど
、
体
の
一
部
に
生
ま
れ
持
っ
た
穴
以
外
の
穴
を
開
け
た
女
性
へ

の
共
感
覚
が
、
穴
の
該
当
部
位
以
外
（
手
足
な
ど
）
に
も
日
常
的
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
知
覚
さ
れ
て
い
る
現
象
に
つ
い
て 

（
私
が
見
て
い
る
も
の
が
、
い
わ

ゆ
る
「
”
気
”
の
ゆ
が
み
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
、
科
学

的
見
地
か
ら
の
考
察
の
嘆
願
） 

●
私
は
何
を
感
覚
し
て
い
る
か 

―
あ
る
日
本
人
男
性
の
共
感
覚
世
界
― 

●
「
心
」
の
所
在
に
つ
い
て 

●
日
本
の
伝
統
音
楽
と
建
築
の
南
方
起
源
性 

●
「
黙
読
」
は
ホ
モ
＝
サ
ピ
エ
ン
ス
＝
サ
ピ
エ
ン
ス
に
の
み
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
理
由
及
び
そ
の
考
察 

●
私
は
な
ぜ
黙
読
が
で
き
な
か
っ
た
か
（
風
景
と
文
字
と
の
区
別
が
人
間
に
お

い
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
、
自
ら
の
幼
少
時

の
記
憶
か
ら
の
説
明
） 

●
私
の
幼
少
期
の
計
算
方
法
に
つ
い
て 

「3
2

+
7
5

＝
瑠
璃
色
・
紅
色
＋
菜
の

花
色
・
常
盤
色
＝
水
色
・
黒
色
・
菜
の
花
色
＝1

0
7

」 

●
言
語
障
害
者
の
知
覚
世
界
が
共
感
覚
の
「
最
も
豊
か
な
」
様
相
を
呈
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て 

●
特
定
の
交
差
点
を
通
る
と
体
の
一
部
に
異
変
が
生
じ
る
件
、
及
び
日
常
的
に

迂
回
し
て
通
る
電
線
箇
所
の
記
録
に
つ
い
て 

●
共
感
覚
と
偏
頭
痛
を
併
発
す
る
男
性
の
性
欲
の
強
度
が
一
般
の
そ
れ
よ
り
も

高
い
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
証
の
嘆
願
（2

0
0
6

） 

 

（
な
お
、
そ
の
直
後
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
が
、
偏
頭
痛
の
男
性
が
実
感
す
る

性
欲
レ
ベ
ル
が
、
一
般
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
こ
と
を
実
証
↓
。2

0
0

6

年
。） 
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最
後
の
話
題
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
は
や
る
こ
と
が
早
す
ぎ
る
な
と
、
さ
す
が
に

笑
っ
て
し
ま
う
が
、
あ
と
は
こ
れ
を
倫
理
観
と
ど
う
結
び
付
け
て
説
明
す
る
か

に
注
目
し
た
い
。
当
然
な
が
ら
、
性
欲
が
強
い
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
倫
理
観
と

人
間
性
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
柔
軟
性

は
、
も
は
や
日
本
か
ら
失
わ
れ
て
海
外
に
移
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
残
念
な
限

り
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
正
し
い
性
欲
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
人
が
多
す
ぎ
る

か
ら
、
ダ
メ
な
の
だ
と
思
う
。
今
話
題
の
事
件
み
た
い
に
。
性
犯
罪
を
な
く
す

た
め
に
は
、
も
っ
と
日
本
の
男
が
共
感
覚
に
生
き
な
い
と
ダ
メ
だ
、
そ
う
し
な

い
と
日
本
は
終
わ
る
、
と
さ
ん
ざ
ん
言
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
科
学
者
に
と

っ
て
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
く
て
、
と
に
か
く
僕
の
脳
ミ
ソ
を
開
け

て
調
べ
た
い
模
様
。
そ
の
た
び
に
、
少
し
寂
し
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
は
ど
う

し
て
か
。 

  

共
感
覚
の
再
獲
得
に
は
「
悲
劇
」
が
必
要 

  

二
〇
〇
九
年
五
月
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

共
感
覚
が
、
も
と
も
と
は
人
類
皆
が
持
っ
て
い
た
知
覚
世
界
で
あ
り
、
今
で
も

赤
ん
坊
な
ら
皆
持
っ
て
い
る
知
覚
世
界
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
様
々
な
証
拠
か
ら

そ
う
言
え
る
と
僕
も
思
っ
て
い
る
が
、「
共
感
覚
を
成
人
し
て
も
維
持
す
る
か
ど

う
か
が
、
家
庭
環
境
・
生
い
立
ち
・
人
間
関
係
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
例
は
、

今
の
と
こ
ろ
な
ぜ
か
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
「
古
代
人
類
・

幼
児 

総
共
感
覚
者
説
」
を
裏
付
け
る
最
た
る
根
拠
か
も
し
れ
な
い
。 

 

共
感
覚
者
に
は
、
言
葉
や
歩
き
始
め
る
の
が
遅
く
、
な
お
か
つ
、
無
理
や
り
言

語
を
教
育
さ
れ
た
、
歩
行
器
で
歩
か
さ
れ
た
な
ど
の
親
か
ら
の
圧
迫
が
な
か
っ

た
人
が
多
い
、
あ
る
い
は
、
比
較
的
温
か
な
家
庭
で
育
っ
た
、
と
い
っ
た
傾
向

は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
を
共
感
覚
維
持
の
一
要
因
と
断
定
で
き
る
ほ
ど
に

は
、
一
般
の
人
と
の
差
は
な
い
。 

  

我
々
は
思
わ
ず
、「
親
の
愛
情
を
存
分
に
受
け
て
育
っ
た
子
は
、
豊
か
な
感
性
・

共
感
覚
を
失
わ
ず
に
済
む
し
、
だ
か
ら
こ
そ
将
来
、
同
じ
だ
け
の
愛
情
を
自
分

の
子
ど
も
に
も
注
ぐ
も
の
だ
」
と
言
っ
て
し
ま
い
た
く
な
る
も
の
だ
が
、
全
然

そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
難
し
い
。
幼
児
期
に
父
親
か
ら
の
暴

力
を
毎
日
の
よ
う
に
受
け
て
い
な
が
ら
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
も
平
仮
名
に
共
感

覚
色
が
見
え
る
（
「
な
」
が
紫
色
、「
し
」
が
水
色
・
・
・
）
女
性
の
例
も
あ
れ

ば
、
中
高
時
代
に
近
所
や
知
人
の
男
性
か
ら
信
じ
が
た
い
性
的
被
害
を
受
け
て

い
な
が
ら
、
成
人
後
ま
で
共
感
覚
を
残
し
、
礼
儀
を
持
っ
て
人
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
二
十
代
女
性
も
い
る
。 

 

親
や
地
域
社
会
か
ら
「
正
し
く
」
育
て
ら
れ
な
く
て
も
、
感
性
的
な
生
き
方
を

誤
ら
な
い
人
が
い
る
現
実
に
は
、
ど
う
い
う
生
命
原
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
か
。

ヒ
ト
の
体
に
は
、
親
の
育
て
方
と
は
無
関
係
の
、
生
物
と
し
て
の
普
遍
的
な
知

覚
原
理
・
防
衛
本
能
が
備
わ
っ
て
い
て
、
共
感
覚
は
そ
の
普
遍
的
な
知
覚
原
理
・
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防
衛
本
能
を
別
の
言
葉
で
言
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
逆

に
言
う
と
、
ど
ん
な
に
近
現
代
的
な
価
値
観
を
身
に
付
け
て
し
ま
っ
た
今
の
親

で
も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
持
っ
た
動
物
的
能
力
に
介
入
し
、
そ
れ
を
改
変
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
一
度
失
っ
た
共
感
覚
が
数
年
～
数
十
年
後
に
蘇
っ
た
例
も
あ
っ
て
、
例

え
ば1

0

代
や2

0

代
で
性
的
被
害
に
遭
っ
た
直
後
に
幼
少
期
以
来
失
っ
て
い
た

共
感
覚
が
蘇
っ
た
、
と
い
う
女
性
に
は
数
人
に
出
会
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も

あ
く
ま
で
も
「
性
的
被
害
が
共
感
覚
再
生
の
要
因
と
な
っ
た
女
性
が
確
実
に
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
か
ら
と
言
っ
て
共

感
覚
が
必
ず
戻
る
わ
け
で
も
な
い
し
（
戻
ら
な
い
女
性
の
ほ
う
が
多
い
わ
け
だ

し
）
、
そ
も
そ
も
共
感
覚
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
共
感
覚
は
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
幼
児
期
に
両
親
か
ら
愛
情
を
持
っ
て
育
て
ら
れ
た
か
、

虐
待
を
受
け
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
は
、
な
ぜ
か
関
係
が
な
い
よ
う
に
統
計

上
は
出
る
。 

 

性
的
被
害
者
女
性
の
占
め
る
比
率
は
、
一
般
女
性
と
、
僕
が
調
べ
た
共
感
覚
者

女
性
と
で
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
に
、「
性
的
被
害
が

共
感
覚
再
生
の
動
か
し
が
た
い
直
接
的
要
因
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、

一
部
の
成
人
共
感
覚
者
女
性
に
と
っ
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
生

に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
大
な
自
覚
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
女
性
の
数
だ
け
を
見

れ
ば
、
圧
倒
的
に
共
感
覚
者
に
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
親
か
ら
愛
情
を
受

け
て
育
っ
た
女
性
の
共
感
覚
」
と
「
男
性
か
ら
性
的
被
害
を
受
け
て
育
っ
た
女

性
の
共
感
覚
」
と
が
全
く
同
じ
内
容
を
持
ち
、
一
般
の
大
多
数
の
女
性
だ
け
が

そ
こ
と
は
別
世
界
の
、
共
感
覚
を
完
全
に
失
っ
た
五
感
に
生
き
て
い
る
。 

  

こ
れ
ら
の
事
実
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
方
法
は
、
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
。「
全

て
の
女
性
は
、
生
ま
れ
た
と
き
に
は
性
的
被
害
を
受
け
た
と
き
と
同
じ
心
理
状

態
に
あ
る
（
そ
の
心
理
状
態
を
知
っ
て
い
る
）」
と
言
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
実
は
正
し
い
だ
ろ
う
と
僕
は
思
う
。
言
い

換
え
れ
ば
、「
人
間
は
ど
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
る
と
つ
ら
い
思
い
を
す
る
か
」
な

ど
の
「
道
徳
」
や
「
倫
理
」
、「
社
会
性
」
と
い
っ
た
も
の
は
、
成
長
す
る
に
つ

れ
て
身
に
付
け
て
い
く
も
の
だ
と
一
般
に
は
思
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う

で
は
な
さ
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
の
役
割
は
、
子
ど
も
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
感
性
・
道
徳
を
「
引
き
出
す
」
手
伝
い
を
す
る
こ
と
な
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
を
子
ど
も
に
無
理
や
り
「
身
に
付
け
さ
せ
る
」
こ
と
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
男
児
で
あ
れ
ば
、
水
や
土
な
ど
の
自

然
に
触
れ
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
以
外
の
こ
と
は
放
っ
て
お
い
て
も
、「
他
人
や
社

会
や
女
性
に
対
し
て
や
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
と
の
判
別
は
付
く
人
間
に

育
つ
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

僕
と
や
り
取
り
し
て
い
る
生
理
学
者
・
心
理
学
者
の
多
く
は
、
僕
の
こ
う
い
う

考
え
方
自
体
に
今
で
も
否
定
的
で
あ
る
と
感
じ
る
。
一
方
で
、
僕
と
や
り
取
り

し
て
い
る
養
護
学
校
等
の
現
場
で
働
く
教
師
の
皆
さ
ん
は
、
僕
の
考
え
方
に
肯

定
的
で
あ
る
。
真
っ
二
つ
で
あ
る
。
学
者
た
ち
は
、
性
的
被
害
に
よ
る
女
性
の
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「
心
的
シ
ョ
ッ
ク
」
は
、
知
覚
・
五
感
の
あ
り
方
と
は
無
関
係
に
受
け
る
シ
ョ

ッ
ク
で
あ
り
、
共
感
覚
が
蘇
っ
た
と
い
う
現
象
も
、
そ
の
性
的
被
害
を
き
っ
か

け
と
し
て
脳
の
配
線
が
何
ら
か
の
物
理
的
・
化
学
的
変
化
を
こ
う
む
っ
た
結
果

で
あ
っ
て
、「
女
性
の
心
の
本
質
」
と
は
関
係
が
な
い
と
見
な
す
よ
う
だ
。
従
っ

て
、「
健
常
者
女
性
」
で
あ
れ
ば
皆
、
心
的
シ
ョ
ッ
ク
は
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
と

見
な
す
し
、
一
方
で
、
自
閉
症
者
女
性
・
共
感
覚
者
女
性
は
感
情
が
乏
し
く
、

性
的
被
害
に
よ
る
「
心
的
シ
ョ
ッ
ク
」
そ
の
も
の
も
健
常
者
女
性
よ
り
も
深
く

体
験
し
な
い
の
だ
と
見
な
し
て
し
ま
う
。 

 

そ
も
そ
も
、
一
昔
前
ま
で
の
自
閉
症
者
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、「
自
閉
症

者
に
は
感
情
が
存
在
し
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
関
係

の
研
究
者
は
、
潜
在
的
に
は
そ
の
人
間
観
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
健
常
者
女
性
に
対
す
る
性
的
暴
力
は
、「
我
々
社
会
的
人
間
ら
し
い
後
天

的
な
道
徳
」
に
反
す
る
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
「
駄
目
だ
」
と
言
い
、
自
閉
症

者
・
共
感
覚
者
女
性
に
対
す
る
性
的
暴
力
は
、「
健
常
者
女
性
と
は
脳
の
配
線
が

異
な
り
、
感
情
も
動
物
的
で
、
被
害
と
い
う
意
識
も
あ
ま
り
感
じ
な
い
か
ら
、

守
っ
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
理
由
で
「
駄
目
だ
」
と
言
う
。
僕
の

考
え
方
は
、
そ
れ
と
は
全
然
違
う
よ
う
だ
。
自
閉
症
者
女
性
や
共
感
覚
者
女
性

が
性
的
被
害
を
受
け
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
は
、
ほ
と
ん
ど
動
物
の
メ
ス
の

そ
れ
に
同
等
で
あ
る
と
僕
は
予
想
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
予
想
す
る
ば
か
り
で

は
、
学
問
と
し
て
は
ア
ウ
ト
な
の
で
、
実
際
に
性
的
被
害
に
遭
っ
て
言
語
を
失

う
ほ
ど
の
心
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
共
感
覚
者
女
性
を
見
つ
け
て
く
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
れ
で
実
際
に
見
つ
け
て
き
て
、
独
自
に
お
話
を
聞
い
て
い
る
の
が

僕
の
研
究
、
と
い
う
わ
け
だ
。 

 

例
え
ば
、PT

S
D

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
と
い
う
も
の
は
、
文
字
通
り
、

心
的
外
傷
を
受
け
た
人
が
陥
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
か
ら
そ
う
い
う
名
を
付

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
共
感
覚
と
い
う
の
は
、
根
本
的
に
そ
う
い
う
も
の
と

は
事
情
が
違
っ
て
い
る
。「
性
犯
罪
の
よ
う
な
重
大
な
心
身
の
損
傷
を
伴
う
体
験

は
、
共
感
覚
の
再
生
の
直
接
的
要
因
と
な
り
う
る
」
と
は
言
え
る
が
、「
共
感
覚

は
、
重
大
な
心
身
の
損
傷
を
伴
う
体
験
を
し
た
人
が
持
つ
も
の
だ
」
と
い
う
の

は
全
く
成
り
立
た
な
い
。
幼
児
期
に
共
感
覚
が
あ
っ
た
、
と
い
う
明
確
な
記
憶

が
な
い
女
性
は
、
成
人
後
に
性
的
被
害
を
受
け
て
も
、
も
は
や
五
感
そ
の
も
の

に
は
何
の
変
化
も
起
こ
ら
な
い
。
視
覚
や
聴
覚
と
い
っ
た
五
感
の
上
に
、「
つ
ら

い
」
と
か
「
死
に
た
い
」
と
か
い
っ
た
感
情
が
乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

そ
う
な
る
と
今
度
は
、「
性
的
被
害
を
受
け
て
共
感
覚
が
蘇
る
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
女
性
の
心
的
外
傷
の
大
き
さ
」
と
「
性
的
被
害
を
受
け
て
も
何
の
知

覚
の
変
化
も
起
こ
さ
な
か
っ
た
女
性
の
心
的
外
傷
の
大
き
さ
」
と
を
、
本
当
に

同
じ
も
の
と
扱
っ
て
よ
い
か
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
く
難
し
い
問
題
が
生
じ
る
。

「
そ
う
扱
っ
て
く
れ
る
な
」
と
い
う
暗
黙
の
訴
え
を
、
共
感
覚
者
女
性
の
存
在

は
否
応
無
し
に
示
し
て
く
る
。 

  
も
し
共
感
覚
が
、
「
選
ば
れ
た
人
」
の
み
が
獲
得
す
る
能
力
で
あ
る
な
ら
、「
生

ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
」
な
ど
と
い
う
証
言
は
消
え
て
、
性
的
被
害
や
暴
力
被
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害
な
ど
、
因
果
関
係
が
極
め
て
明
確
な
事
態
ば
か
り
が
特
権
的
に
浮
き
彫
り
に

な
り
、
か
つ
そ
う
い
う
被
害
者
の
共
感
覚
者
に
占
め
る
比
率
が
、
一
般
女
性
と

比
べ
て
上
が
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
そ
の
男
性
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
典
型
が
、
ま
さ
に
僕
で
あ
る
。
親
か
ら
虐
待
さ
れ
た
わ
け
で
も
何
で

も
な
い
。
男
性
と
し
て
生
ま
れ
持
っ
た
能
力
を
記
述
し
た
ら
、
こ
う
い
う
ブ
ロ

グ
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。 

 

他
に
も
、
何
の
虐
待
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
兄
弟
間
で
知
的
レ
ベ
ル
を
比
較

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
育
っ
た
共
感
覚
者
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な

ぜ
か
家
族
の
中
で
「
自
分
だ
け
が
」
共
感
覚
を
持
つ
。
多
く
の
性
的
被
害
者
女

性
の
中
で
「
自
分
だ
け
が
」
共
感
覚
を
再
び
取
り
戻
す
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
、

何
か
の
病
気
か
、
な
ど
と
自
分
で
考
え
て
も
、
答
え
は
な
い
。
そ
も
そ
も
ヒ
ト

な
ら
誰
に
で
も
く
っ
つ
い
て
く
る
も
の
が
共
感
覚
な
の
だ
か
ら
、
先
天
か
後
天

か
、
健
康
か
病
気
か
、
と
問
う
こ
と
自
体
に
意
味
が
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を

問
う
て
さ
え
い
な
い
人
た
ち
が
、
健
常
者
か
ら
見
れ
ば
知
的
障
害
と
か
自
閉
症

と
か
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

色
々
な
脳
科
学
者
や
心
理
学
者
が
、
後
天
的
に
共
感
覚
を
獲
得
で
き
る
か
ど
う

か
を
研
究
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ
と
か
ら
共
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
い
か
に
大

変
な
こ
と
か
を
、
や
は
り
身
を
持
っ
て
知
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
も
う
何

度
も
書
い
て
い
る
が
、
共
感
覚
を
失
っ
た
日
本
人
男
性
が
再
び
そ
れ
を
取
り
戻

す
に
は
、
戦
争
が
起
こ
る
か
、
食
糧
の
輸
入
が
と
だ
え
て
困
窮
す
る
か
、
そ
う

い
っ
た
天
変
地
異
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
無
理
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

む
し
ろ
、
再
び
獲
得
す
る
た
め
に
は
死
に
迫
る
ほ
ど
の
体
験
を
必
要
と
す
る
こ

の
共
感
覚
を
、
ど
う
し
て
多
く
の
人
は
い
と
も
簡
単
に
失
う
の
か
、
そ
ち
ら
の

ほ
う
を
研
究
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

  

対
女
性
共
感
覚
雑
感 

  

二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

先
日
の
早
稲
田
大
学
で
の
講
演
は
、
私
の
著
書
の
難
解
な
部
分
を
分
か
り
や
す

く
口
頭
で
話
す
機
会
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
私
の
対
女
性
共
感
覚
を
私
と
年
齢

の
近
い
学
生
さ
ん
た
ち
に
（
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
や
一
般
の
方
々
に
も
）
公
表

す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。 

 

対
女
性
共
感
覚
の
実
感
が
い
か
に
禅
的
境
地
や
和
歌
の
「
有
心
」「
縹
渺
（
ひ
ょ

う
び
ょ
う
）」
に
近
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
簡
単
な
言
語
学
の
方
法
を
使
っ
て
話

し
て
み
た
個
所
も
あ
り
、
う
ま
く
説
明
で
き
た
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
が
、
問

題
提
起
で
き
た
だ
け
で
も
良
い
機
会
だ
っ
た
。
女
性
に
接
触
し
た
の
と
同
じ
触

覚
を
、
女
性
を
目
視
す
る
だ
け
で
得
ら
れ
る
「
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
」
に
つ

い
て
も
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
二
〇
〇
七
年
に
頬
と
手
を
用
い
た
実
験
で

検
証
さ
れ
た
例
を
講
演
で
も
紹
介
し
た
。 
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む
し
ろ
、
男
性
に
対
し
て
直
接
口
頭
で
話
す
機
会
は
あ
る
の
だ
が
、
多
く
の
女

子
学
生
に
向
か
っ
て
話
す
機
会
は
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
対
女

性
共
感
覚
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
み
た
の
だ
。
今
で
も
対
女
性
共
感
覚
を
話
す

こ
と
に
は
多
大
な
勇
気
を
要
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
が
ぼ
ん
や

り
と
想
像
し
て
い
る
太
古
の
人
類
（
男
性
）
の
知
覚
世
界
が
少
し
で
も
判
明
す

れ
ば
、
対
女
性
共
感
覚
者
冥
利
に
尽
き
る
と
思
う
。 

 

最
近
は
、
対
女
性
共
感
覚
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
対
女
性
共
感
覚
は
現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
男
性
が
文
明
の
進
展
・
人
口
の
過

密
化
に
負
け
て
「
自
発
的
に
」
失
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
間

違
い
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
女
性
に
も
原
因
が
あ
る
と
思
え
る
。
要
す
る

に
、「
高
度
な
文
明
社
会
と
対
女
性
共
感
覚
と
が
相
反
す
る
こ
と
」
に
変
わ
り
は

な
い
が
、「
対
女
性
共
感
覚
の
喪
失
」
に
は
女
性
の
身
体
の
変
化
が
潜
在
的
に
加

担
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

日
本
で
は
一
九
四
〇
年
前
後
ま
で
は
、
男
性
の
精
通
年
齢
よ
り
も
女
性
の
初
潮

年
齢
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
た
め
、
男
性
ば
か
り
が
射
精
し
て
、
女
性
は
さ
っ
ぱ

り
体
の
準
備
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
、
と
い
う
時
期
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。
そ
の
年

月
は
、
一
九
三
〇
年
で
三
か
月
、
一
九
二
〇
年
で
半
年
、
さ
ら
に
遡
る
と
ど
ん

ど
ん
差
が
開
く
が
、
明
治
前
期
で
安
定
し
て
、
そ
れ
以
前
（
江
戸
時
代
以
前
）

に
は
、
お
そ
ら
く
二
～
三
年
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。（
幸
い
な
こ
と
に
、
女
性

の
正
確
な
初
潮
年
齢
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
か
ら
ず
っ
と
統
計
が
残
っ
て
い

る
。
） 

 

そ
し
て
、
こ
の
時
期
こ
そ
が
、
我
々
男
性
の
動
物
的
能
力
が
最
も
光
輝
く
と
き

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
た
ち
は
先
に
大
人
に
な
っ
て
お
き
、
さ
て

次
に
ど
の
女
性
が
初
潮
を
迎
え
る
か
を
見
計
ら
っ
て
待
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
が
、
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
人
男
性
に
は
共
有
さ
れ
て
い
た
。・
・
・
と
、

こ
の
あ
た
り
ま
で
な
ら
、
単
な
る
知
識
の
問
題
で
、
専
門
家
に
は
共
有
さ
れ
て

い
る
知
識
だ
と
思
う
。 

 

し
か
し
今
、
昭
和
・
平
成
を
生
き
る
我
々
男
性
に
そ
う
い
う
時
期
が
存
在
し
な

い
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
女
性
の
初
潮
年
齢
は
、
か
つ
て
欧
米
よ
り
も

ず
っ
と
高
か
っ
た
の
に
、
欧
米
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
低
年
齢
化
し
、
北
欧
数
カ

国
を
除
く
欧
米
先
進
諸
国
の
水
準
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
前
後
を
境
に
、
男
性

の
精
通
年
齢
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

一
八
八
〇
年
に
は
平
均
初
潮
年
齢
十
四
・
八
～
十
五
歳
、
今
で
言
う
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
初
潮
を
迎
え
る
女
性
が
三
十
％
以
上
、
沖
縄
・
東
北
・
北
海
道
・

八
丈
島
な
ど
地
方
で
は
十
六
歳
前
後
、
沖
縄
宮
古
で
は
十
六
歳
以
上
。
十
七
歳

で
初
潮
が
来
な
く
て
も
、
焦
る
女
性
な
ど
い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

現
在
で
は
平
均
十
二
・
二
歳
。
過
疎
地
で
は
、
逆
に
生
殖
機
会
を
増
や
す
た
め

の
反
動
で
、
青
森
十
一
・
七
歳
、
秋
田
十
一
・
九
歳
な
ど
。
全
国
平
均
も
、
も

う
す
ぐ
十
二
歳
を
下
回
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
日
も
、「
最
近
の
女
子

児
童
は
七
・
八
歳
で
初
潮
を
迎
え
る
子
も
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
ひ
っ

く
り
返
り
そ
う
に
な
っ
た
。
私
く
ら
い
の
年
齢
の
男
性
は
も
は
や
全
然
驚
か
な



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

13 

 

い
ら
し
い
が
（
驚
か
な
い
の
が
お
か
し
い
と
私
は
思
う
の
だ
が
）、
戦
前
生
ま
れ

の
男
性
は
皆
、
や
は
り
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

そ
し
て
、
我
々
男
性
が
こ
の
女
性
の
早
熟
化
に
対
抗
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、6

歳
く
ら
い
で
精
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
そ
う
で
な
い
と
動
物
と
し

て
大
変
に
不
条
理
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な
頑
強
・
早
熟
な
肉
体
機
能
を
、

我
々
人
類
の
オ
ス
は
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
女
性
の
初
潮
の
低
年
齢

化
を
た
だ
見
届
け
て
、
自
分
た
ち
は
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
し
か
な
い
。
そ
れ
が

ち
ょ
う
ど
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。
事
実
、
確
認
で
き
る
統
計

だ
け
を
見
て
も
、
男
性
の
精
通
年
齢
は
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
で
、
食
生
活

の
欧
米
化
・
肉
食
化
の
わ
り
に
は
、
明
治
以
降
か
ら
今
ま
で
急
激
な
変
動
は
な

く
一
定
し
て
い
る
。
銃
後
の
女
性
た
ち
だ
け
が
、
若
く
し
て
初
潮
を
迎
え
る
体

を
持
ち
始
め
た
。 

 

女
性
の
初
潮
年
齢
が
男
性
の
精
通
年
齢
を
下
回
る
と
い
う
の
は
、
大
変
な
こ
と

で
あ
る
。
い
や
、
も
し
か
し
た
ら
、
人
類
が
動
物
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
過
去
数
十
万
年
間
に
人
類
が
自
然
な
動
物

の
一
員
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
と
は
違
う
こ
と
を
、
こ
こ
百
数
十
年
の
人
類

は
体
験
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
人
で
は
こ
こ
数
十
年
の
話
で
す
。 

 

我
々
男
性
が
精
通
を
迎
え
た
と
き
に
は
、
周
り
の
女
性
た
ち
は
皆
、
初
潮
を
済

ま
せ
て
「
く
れ
て
」
い
る
の
で
、
男
性
側
に
は
生
殖
と
性
欲
と
が
結
び
付
い
て

い
る
必
要
が
な
く
な
る
。
種
の
存
続
の
た
め
と
い
う
意
識
が
い
ら
な
く
な
る
。

「
次
は
ど
の
女
性
が
初
潮
を
迎
え
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と

い
う
責
任
感
・
使
命
感
や
知
覚
能
力
も
い
ら
な
く
な
る
。
い
ら
な
い
か
ら
、
本

当
に
捨
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
捨
て
ら
れ
な
い
男
性
が
、
な
ぜ
か
少
し
だ
け
残
っ

た
。
そ
う
い
う
「
生
き
た
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
」
の
よ
う
な
能
力
が
、
私
が
持
っ
て

い
る
排
卵
・
月
経
感
知
能
力
す
な
わ
ち
「
対
女
性
共
感
覚
」
と
私
が
呼
称
す
る

も
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
能
力
の
喪
失
は
、
日
本
人
男
性
に
お
い
て
は
、
そ
う

遠
く
な
い
昔
の
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

も
し
今
、
急
に
女
性
の
初
潮
年
齢
が
江
戸
・
明
治
・
大
正
水
準
（1

5

歳
く
ら
い
）

に
前
戻
っ
た
と
し
て
、
そ
の
と
き
に
今
の
男
性
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
に

思
い
を
巡
ら
せ
る
日
々
で
あ
る
。
た
か
が
思
考
実
験
だ
が
、
さ
れ
ど
思
考
実
験

だ
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

 

私
も
普
段
は
、
排
卵
を
ど
う
感
知
し
て
い
る
の
か
と
質
問
さ
れ
た
ら
、「
あ
の
女

性
の
周
期
が
そ
ろ
そ
ろ
ロ
短
調
の
紅
梅
色
だ
か
ら
、
も
う
す
ぐ
排
卵
す
る
、
と

い
う
具
合
だ
」
な
ど
と
表
現
す
る
が
、「
ロ
短
調
」
や
「
紅
梅
色
」
と
い
う
の
は
、

現
代
日
本
語
に
合
わ
せ
て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
感
は
そ
こ
に
あ
ら
ず
、
心

の
中
で
は
常
に
縄
文
時
代
や
平
安
時
代
の
我
々
男
性
が
ど
う
い
う
能
力
を
持
っ

て
い
た
か
を
考
え
て
、
も
は
や
投
げ
か
け
て
も
直
接
に
は
返
っ
て
こ
な
い
過
去

の
男
性
に
一
方
的
な
友
情
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
！
） 

 
も
し
再
び
そ
う
な
っ
た
ら
、
我
々
男
性
は
ラ
ッ
キ
ー
と
ば
か
り
言
っ
て
い
ら
れ

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
焦
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
自
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分
た
ち
ば
か
り
が
射
精
し
て
、
目
の
前
の
女
性
た
ち
は
何
の
体
の
準
備
も
で
き

て
い
な
い
」
年
月
を
ど
う
過
ご
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。 

 

（
と
い
う
よ
り
、
こ
ち
ら
の
状
態
こ
そ
が
日
本
人
男
性
の
肉
体
の
「
標
準
設
定
」

で
あ
り
、
平
安
時
代
の
通
い
婚
も
江
戸
時
代
の
色
恋
文
化
も
、
こ
の
自
然
動
物

状
態
を
基
盤
に
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
当
は
日
本
語
史
も
天
皇

観
も
古
代
文
献
も
和
歌
も
、
全
て
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
結
局
今
の
歴
史
と
は
、
す
な
わ
ち
大
多
数
の
研
究
者
の
男
性
の
五
感

が
、
極
め
て
限
ら
れ
た
発
掘
資
料
・
文
献
と
科
学
技
術
を
も
と
に
観
測
・
解
釈

し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
我
々
が
い
か
な
る
動
物
で
あ
っ
た
か
と
い
う
情
熱
や
執

念
の
よ
う
な
も
の
は
、
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。） 

 

と
に
か
く
、
こ
の
年
月
を
再
び
我
々
男
性
が
過
ご
す
に
し
て
も
、
決
し
て
ラ
ッ

キ
ー
で
至
福
の
年
月
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
手
当
た
り
次
第
に
行
動
を
起
こ

し
て
も
、
肉
体
の
準
備
の
な
い
女
性
は
応
じ
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
初
潮

前
に
性
交
を
行
う
と
子
宮
頚
癌
な
ど
の
罹
患
が
高
率
に
な
る
。
そ
こ
で
、
男
性

が
、
初
潮
前
の
女
性
に
何
の
迷
惑
も
か
け
ず
に
適
齢
期
の
女
性
を
懐
胎
さ
せ
る

方
法
は
、
た
だ
一
つ
。「
初
潮
を
終
え
た
適
齢
期
の
女
性
だ
け
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
感
知
す
る
能
力
」
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
突
如
と
し
て
女
性
の

肉
体
が
反
旗
を
翻
し
、
初
潮
年
齢
を
上
げ
た
と
し
て
、
現
実
に
こ
の
感
知
が
達

成
で
き
る
の
は
、
対
女
性
共
感
覚
を
持
つ
男
性
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す

る
に
、
過
去
の
我
々
男
性
に
お
い
て
は
、
対
女
性
共
感
覚
が
珍
し
い
も
の
で
あ

っ
た
は
ず
が
な
い
。 

 

過
去
の
男
性
に
、
私
の
よ
う
な
対
女
性
共
感
覚
が
お
し
な
べ
て
あ
っ
た
こ
と
は
、

も
は
や
こ
の
よ
う
に
間
接
的
に
、
周
り
く
ど
い
方
法
で
し
か
証
明
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
ど
こ
を
ど
う
迂
回
し
て
も
、「
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
結
論
だ
け
は

歪
ま
な
い
の
も
、
大
変
皮
肉
な
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

つ
ま
り
、
も
し
今
後
、
世
界
大
戦
な
り
大
災
害
な
り
の
結
末
と
し
て
、
人
類
が

原
始
的
生
活
に
前
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
起
こ
っ
た
と
す
れ
ば
、
対
女
性

共
感
覚
者
男
性
に
と
っ
て
は
、
皮
肉
に
も
自
分
の
知
覚
能
力
を
披
露
す
る
機
会

が
巡
っ
て
来
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、

戦
争
が
な
い
状
況
で
、
こ
れ
だ
け
人
口
が
過
密
で
（
メ
ス
が
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

も
遠
く
に
い
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
人
類
の
オ
ス
の
一
員
で
）、
対
女
性

共
感
覚
が
な
く
と
も
困
ら
な
い
状
況
に
あ
る
（
同
種
の
動
物
の
メ
ス
（
＝
女
性
）

の
初
潮
年
齢
が
極
度
に
低
下
し
て
い
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
も
私
は
対

女
性
共
感
覚
を
有
し
て
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
自
身
の
意
志
に
よ
る

の
か
、
こ
の
共
感
覚
に
伴
う
徹
底
し
た
「
美
的
感
覚
」「
感
動
」
を
捨
て
た
く
な

い
と
い
う
執
念
に
よ
る
の
か
・
・
・
。 

 

い
つ
の
時
代
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
実
感
」「
体
験
」
は
、
当
事
者
に
と

っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
理
論
」「
論
理
」
に
対
し
て
常
に
上
位
に
立
っ
て
い
る
。

対
女
性
共
感
覚
だ
け
で
な
く
、
共
感
覚
全
て
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

共
感
覚
者
に
と
っ
て
は
「
本
当
に
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
」
の
に
、
理
論
的

に
「
そ
ん
な
感
覚
は
人
類
に
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
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と
し
た
ら
、
そ
れ
は
理
論
の
ほ
う
が
ど
こ
か
で
大
き
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

そ
れ
と
同
じ
で
、
我
々
が
最
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
過
去
の
男
性

の
世
界
知
覚
能
力
は
、
今
の
我
々
と
そ
ん
な
に
違
わ
な
い
」
と
い
う
視
点
で
あ

る
よ
う
に
思
う
。
共
感
覚
研
究
の
難
し
さ
と
は
、
そ
こ
に
あ
る
。
共
感
覚
者
が

言
っ
て
い
る
実
感
、
例
え
ば
「
私
の
共
感
覚
は
物
心
付
い
た
と
き
か
ら
あ
っ
た
」

「
胎
児
期
か
ら
共
感
覚
を
自
覚
し
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
主
張
の
ほ
う
が
正
し

い
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
結
論
あ
り
き
で
あ
る
。 

 

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、「
共
感
覚
は
我
々
の
脳
が
生
み
出
し
て
い
る
」
と
い
う
の

は
、
事
実
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
胎
児
期
は
、
脳
の
形
成
途
中

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
得
る
正
し
い
科
学
的
態
度
と
は
、「
共
感
覚
は
、
脳
が

生
み
出
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
態
度
で
あ
っ
て
、
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
の
共
感
覚
研
究
が
「
脳
の
観
測
」
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
こ
に
多
分
に
研
究
者
の
五
感
に
よ
る
非
科
学
的
信
念
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
物
語
る
よ
う
に
思
う
。 

 

今
の
と
こ
ろ
、
共
感
覚
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
・
研
究
者
で
、
私
の
よ

う
な
視
点
を
持
つ
人
を
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
体
験
者
」
と
「
研
究

者
」
の
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
科
学
」
と
い
う
も
の
は
、
常
に
他
者
に
対

す
る
観
測
結
果
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
私
は
女
性
の
排
卵
を
感
知
で
き

ま
す
」
と
い
う
男
性
が
自
分
で
自
分
の
そ
の
能
力
を
記
述
す
る
と
い
う
の
は
、

た
だ
そ
の
こ
と
だ
け
で
、
ど
う
し
て
も
「
科
学
的
な
価
値
」
が
そ
が
れ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
宿
命
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
気
分
の
悪
い
宿
命
で
は
な

い
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
そ
れ
は
エ
ッ
セ
イ
か
文
学
と
見
な
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
そ
の
エ
ッ
セ
イ
、
そ
の
文
学
を
書
き

続
け
よ
う
と
い
う
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

ま
し
て
や
、「
私
の
脳
の
全
体
を
物
理
的
に
破
壊
す
る
こ
と
」
と
「
女
性
の
排
卵
・

月
経
感
知
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
」
と
が
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
、

そ
れ
も
疑
っ
て
み
た
い
と
私
は
思
う
。
昨
今
の
日
本
の
脳
科
学
ブ
ー
ム
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
に
対
し
て
、
根
本
的
に
私
が
感
じ
る
不
安
や
危
険
性
と

い
っ
た
も
の
は
、
そ
こ
に
あ
る
。 

 

先
日
の
講
演
で
は
、
表
向
き
は
共
感
覚
の
具
体
例
を
多
く
挙
げ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
深
い
と
こ
ろ
で
私
が
最
も
言
い
た
か
っ
た
こ
と
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
少
し
で
も
伝
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
、
嬉
し
く
思
う
。 

   
 

第
一
部 

京
都
講
演 

感
覚
の
「
異
文
化
」
か
ら
見
る
〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ

と
ば
〉
～
共
感
覚
、
自
閉
症
、
幼
児
の
体
験
世
界
～ 

 

第
一
章 

講
演
し
ま
す 

  

二
〇
一
一
年
一
月
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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一
般
参
加
可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。
日
本
質
的
心
理
学
会

の
研
究
会
で
す
。 

 h
ttp

://w
w

w
.ja

q
p

.jp
/ 

 

（
引
用
始
め
） 

◆
感
覚
の
「
異
文
化
」
か
ら
見
る
〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
～
共
感
覚
、
自

閉
症
、
幼
児
の
体
験
世
界
～ 

  

人
間
は
〈
こ
と
ば
〉
の
世
界
を
生
き
て
い
る
―
こ
れ
が
現
在
の
質
的
心
理
学

の
「
常
識
」
で
あ
り
、
多
く
の
分
析
手
法
も
こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。
し

か
し
、
元
来
、
人
間
の
〈
こ
と
ば
〉
は
〈
か
ら
だ
〉
の
働
き
に
基
礎
を
持
つ
も

の
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
ん
な
に
〈
こ
と
ば
〉
の
世

界
が
発
展
し
た
と
し
て
も
、
人
は
最
終
的
に
は
こ
の
〈
か
ら
だ
〉
で
も
っ
て
生

き
る
ほ
か
な
い
。
そ
う
し
た
事
実
を
忘
れ
、〈
こ
と
ば
〉
の
世
界
に
の
み
研
究
者

の
目
が
向
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
生
に
迫
ろ
う
と
す
る
質
的
心
理
学
に

と
っ
て
大
き
な
危
機
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

当
企
画
で
は
、〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を

改
め
て
問
い
直
し
、
人
間
の
生
を
捉
え
る
た
め
に
ど
う
い
っ
た
視
点
が
重
要
な

の
か
を
、
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
講
演
を
手
掛
か
り
に
し
て
考
え
て
い
く
。3

人
に
共
通
す
る
の
は
、〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
が
特
異
（
非
定
型
的
）
な
結

び
つ
き
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
人
々
（
共
感
覚
、
自
閉
症
、
幼
児
な
ど
）

の
独
特
の
感
覚
世
界
を
参
照
し
つ
つ
、
思
索
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

〈
か
ら
だ
〉
の
い
か
な
る
働
き
か
ら
〈
こ
と
ば
〉
が
生
ま
れ
、
い
か
に
し
て

我
々
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
こ
と
が
〈
か
ら
だ
〉

に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
な
の
か
―
感
覚
の
「
異
文
化
」
と
の
接
触
を

通
し
て
、
そ
う
し
た
問
題
へ
の
糸
口
を
模
索
し
て
い
く
。 

 

【
日
時
】
二
〇
一
一
年
三
月
五
日
（
土
） 

１
３
時
～
１
６
時
３
０
分
（
予
定
） 

【
会
場
】
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都 

４
Ｆ
第
４
講
義
室 

 
 
 
 

h
ttp

://w
w

w
.co

n
so

rtiu
m

.o
r.jp

/ 

【
内
容
】 

<

登
壇
者>

 

・
岩
崎
純
一 

文
字
や
数
字
に
色
を
感
じ
る
、
音
・
味
・
匂
い
に
色
や
形
を
感
じ
る
、
風
景
に

音
を
聴
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
感
覚
を
持
つ
。
著
書
に
『
音
に
色
が
見
え
る

世
界
』（P

H
P

新
書
）
な
ど
。 

・
西
村
多
寿
子 

翻
訳
者
兼
ラ
イ
タ
ー
。「
身
体
的
側
面
か
ら
見
た
言
語
習
得
」
の
探
究
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
し
、
多
方
面
で
活
躍
。
書
評
、
論
文
等
多
数
。 

・
村
上
靖
彦
・
・
・
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
。
専
門
は
現
象
学
、

精
神
病
理
学
。 

精
神
分
析
学
に
も
精
通
。
著
書
に
『
自
閉
症
の
現
象
学
』（
勁
草
書
房
）
な
ど
。 

<

指
定
討
論
者>

 

・
浜
田
寿
美
男 



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

17 

 

幼
児
、
自
閉
症
、
供
述
分
析
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉

の
関
連
を
探
究
。
『
私
と
他
者
と
語
り
の
世
界
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
な
ど
著

書
多
数
。 

<

司
会>

 

・
大
倉
得
史
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
） 

 

【
参
加
費
】
学
会
員 

 
無
料 

 
 
 
 
 

非
会
員 

５
０
０
円 

【
主
催
】
日
本
質
的
心
理
学
会
研
究
交
流
委
員
会
、
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学

研
究
科
質
的
心
理
学
研
究
会 

【
申
込
方
法
】
上
記
学
会
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

（
引
用
終
わ
り
） 

  

第
二
章 

感
覚
の
「
異
文
化
」
か
ら
見
る
〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
～

共
感
覚
、
自
閉
症
、
幼
児
の
体
験
世
界
～ 

共
感
覚
と
は
何
か 

配
布
テ
キ
ス
ト 

  

二
〇
一
一
年
一
月
八
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
三
月
二
日 

擱
筆 

 

二
〇
一
一
年
三
月
五
日 

配
布 

二
〇
一
二
年
四
月
九
日 

他
の
講
義
で
も
配
布
開
始 
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感覚の「異文化」から見る〈からだ〉と〈ことば〉～共感覚、自閉症、幼児の体験世界～ 

 

共感覚とは何か 

 

岩崎純一 

 

日本質的心理学会 

2011年 3月 5日（土）13:00～16:30 キャンパスプラザ京都 4F第 4講義室 

 

◆漢字の「感じ」 

Aと Bを見た「感じ」に区別がない。右のように、共感覚で多くの文字を読んでいる。 

   

 

◆共感覚(Synaesthesia) ギリシャ語 =syn（共に）＋aesthesis（感覚） 

 

文字に色が見える＝色字  

音に色が見える＝色聴（絶対音感者が多く持つ共感覚として知られる）  

風景に音が聞こえる＝音視（色聴よりはまれ）  

味に色が見える  

匂いに色が見える  

味に形がある  

匂いに形がある  

触感に色がある  

人や物を見ただけで触れることができる＝ミラータッチ共感覚  

 など 

 

■従来の共感覚への見方＝wild, lunaticなど否定的、恐怖・不安・差別の対象  

● 19世紀西洋の一般の人々は共感覚者を「野蛮で狂気」であると見ていた。  

Galton, Francis, Inquiries into Human Faculty and its Development. 1883. London: 
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Dent, 1911, 111.  

●「あなたが研究しているのは、精神遅滞者で脳ミソが無茶苦茶な人たちだ」と同僚から

言われた。  

Cytowic, Richard E, The Man Who Tasted Shapes. 1993. Cambridge, Mass.: Bradford, 

2003. s, 34 

●「共感覚をほめることは、人間の意識から牡蠣（カキ）の意識に戻ることを進歩と呼ぶ

ようなものである」  

Nordau, Max Simon, Degeneration: Translated from the Second Edition of the German 

Work. Lincoln: University of Nebraska Press, 1993, 142.  

 

■現在の共感覚研究者の見方＝肯定的、実在の感覚と認める、個性、長所 

いわば「乳幼児総共感覚者説」 

●「少なくとも乳児は皆共感覚者であり、脳の機能分化が無い」  

Maurer, Daphne and Maurer, Charles, The World of the Newborn, New York: Basic 

Books, 1988 

●「多くの人は大人になると共感覚を失うが、2000人に 1人の割合で持ち続ける人がいる」  

Marks, Lawrence E, Synesthesia: The Lucky People with Mixed-up Senses, Psychology 

Today 9, 1975 

●「乳幼児は五感の強弱だけを判断している。あるいは、少なくとも視覚と聴覚の区別は

無い」  

Lewkowicz, David and Turkewitz, Gerald, Intersensory Interaction in Newborns: 

Modification of Visual Preferences Following Exposure to Sound , Child Development 52, 

1981 

 

やまとことば 

（ほぼ訓読みのこと） 

現代語 

（ほぼ音読みのこと） 

「色が身にしみる」（和歌）  

「味を見る」  

「音色を味わう」  

「香りを聞く」（香道）  

「柔らかい音」  

「重々しい色」  

＝幼児期・古代日本・先住民社会では共感覚

が生活になじんでいた（いる）のではないか 

「色彩が身体に浸透する」  

「美味を目撃する」  

「音波の色彩を賞味する」  

「香気を聞知する」  

「柔軟な疎密波」  

「重厚な可視光線」  

“hear color(s)” 

“see sound(s)” 

＝wild（野蛮）、lunatic（狂気）と言われた

要因 
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岩崎純一 プロフィール 

 1982年生まれ。共感覚・絶対音感などの特殊な感覚を持って生活する。財団法人勤務。

著述家。東京大学教養学部中退。自らの持つ感覚をフリーで研究。共感覚者など同じ感覚

能力を持つ人々との交流、鬱・対人恐怖症・自閉症・アスペルガー症候群の人々との交流、

言語障害者と会話するための日本古語を元にした新文法言語の考案などをおこなっている。 

 

ウェブサイト： http://www.iwasaki-j.sakura.ne.jp/ 

（2018年 7月 8日に追記：当時のサイト） 
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第
三
章 

感
覚
の
「
異
文
化
」
か
ら
見
る
〈
か
ら
だ
〉
と
〈
こ
と
ば
〉
～

共
感
覚
、
自
閉
症
、
幼
児
の
体
験
世
界
～ 

共
感
覚
と
は
何
か 

ス
ク
リ
ー
ン
映
写
テ
キ
ス
ト 

  

二
〇
一
一
年
一
月
八
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
三
月
二
日 

擱
筆 

 

二
〇
一
一
年
三
月
五
日 
映
写 

 

二
〇
一
二
年
四
月
九
日 

他
の
講
義
で
も
映
写
開
始 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

第
四
章 

<

か
ら
だ>

と<

こ
と
ば>

 

  

二
〇
一
一
年
三
月
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

 

右
の
二
図
は
、
五
日
の
京
都
で
の
講
演
で
、「
僕
に
は
Ａ
と
Ｂ
の
認
識
上
の
区

別
が
あ
ま
り
な
く
、
Ａ
が
意
味
を
持
っ
た
記
号
だ
と
は
即
座
に
感
じ
ら
れ
な
い
」

こ
と
を
示
す
の
に
使
っ
た
も
の
。（
実
際
は
、
次
の
図
の
よ
う
に
共
感
覚
色
で
読

ん
で
い
る
の
で
、
問
題
な
い
。） 
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今
回
の
テ
ー
マ
は
「<

か
ら
だ>

と<

こ
と
ば>

」
で
、
僕
は
「
共
感
覚
」
を
通

じ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

 

僕
の
場
合
、
共
感
覚
当
事
者
と
し
て
語
る
か
、
共
感
覚
研
究
者
と
し
て
語
る

か
、
ど
ち
ら
の
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
話
そ
う
か
と
い
つ
も
迷
う
の
だ
が
（
と
言

っ
て
も
、
実
際
は
混
ざ
っ
て
し
ま
う
が
）、
今
回
は
当
事
者
と
し
て
、
自
分
が
見

て
い
る
共
感
覚
世
界
（
カ
ラ
ー
図
）
を
徹
底
し
て
ス
ラ
イ
ド
で
例
示
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
み
た
。 

 

他
の
登
壇
者
の
方
々
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
し
た
僕
の
話
も
少
し

は
ま
と
ま
っ
た
か
な
と
思
う
。 

 

五
月
末
あ
た
り
に
出
る
僕
の
著
書
は
、「
人
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
」
を
「
自

己
と
他
者
と
の
関
係
」
か
ら
も
語
っ
て
い
る
点
で
、
あ
る
意
味
で
は
哲
学
書
の

よ
う
な
も
の
で
、
浜
田
先
生
や
村
上
先
生
の
お
話
と
も
深
い
関
連
が
出
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。 

 

講
演
の
模
様 

写
真
ご
提
供
者
：
大
倉
得
史
氏
（
司
会
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研

究
科
准
教
授
） 
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第
二
部 

ヒ
ト
の
か
ら
だ
、
こ
こ
ろ
、
こ
と
ば 

-

共
感
覚
を
通
し
て- 

女
性
施
設
に
お
け
る
講
義
・
講
話
・
教
育
活
動
用
資
料 

  

二
〇
一
一
年
三
月
九
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
三
月
十
六
日 

擱
筆 

二
〇
一
一
年
三
月
十
八
日 

配
布
・
映
写
開
始 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

第
三
部 

今
西
錦
司 

  

二
〇
一
一
年
六
月
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

■
お
す
す
め
著
作 

『
生
物
の
世
界
』 

『
人
間
以
前
の
社
会
』 

『
自
然
学
の
提
唱
』 

『
自
然

学
の
展
開
』 

『
進
化
と
は
な
に
か
』 

『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
論
』 
『
主
体
性
の

進
化
論
』 

  

西
洋
白
人
の
手
に
よ
る
霊
長
類
社
会
学
に
対
す
る
日
本
発
の
そ
れ
を
考
え
る

上
で
、
ま
た
私
が
自
ら
の
共
感
覚
観
や
解
離
性
障
害
観
を
構
築
す
る
上
で
、
今

西
錦
司
と
い
う
人
は
避
け
て
通
れ
な
か
っ
た
。
私
は
今
西
理
論
に
手
放
し
で
賛

同
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
が
「
共
感
覚
の
原
帰
属
性
」
と
言
う
と
き
の
「
原

帰
属
性
」
と
は
、
今
西
理
論
の
「
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
原
帰
属
性
）
」

の
（
条
件
付
き
で
の
）
借
用
で
あ
る
。 

「
共
感
覚
は
幼
児
期
に
は
皆
に
あ
る
」
と
い
う
説
は
、
共
感
覚
研
究
者
の
一
派

に
と
っ
て
は
も
は
や
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
に
と
っ
て
の
こ
の
先

験
を
再
発
見
す
る
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
不

思
議
に
も
思
う
。 

 

私
は
、
私
の
持
つ
対
女
性
共
感
覚
（
女
性
の
性
周
期
情
報
を
共
感
覚
で
捕
捉

す
る
力
）
も
多
く
の
男
児
は
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
お
母
さ
ん
方
と
お
会

い
し
て
お
話
を
伺
う
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
に
探
究
し
て
き
た
つ
も
り

だ
が
、
と
も
か
く
、「
乳
幼
児
総
共
感
覚
者
説
」
が
今
西
氏
の
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
説
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
見
て
、
今
西
学
を
読
ん
で
き
た
の
で

あ
る
。 

「
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
は
、「
自
ら
が
属
す
る
種
に
対
し
て
先
験
的

に
有
し
て
い
る
帰
属
性
」
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
同
種
の
個
体
を

認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
を
追
究
し
た
結
果
、
こ
の
能
力
を
「
先

験
的
に
」
持
っ
て
い
る
と
今
西
は
分
析
し
た
の
で
あ
る
。 

「
共
感
覚
は
幼
児
期
に
は
皆
あ
る
」
と
い
う
脳
神
経
学
上
の
事
実
は
、
言
い
換

え
る
と
、「
共
感
覚
は
人
類
の
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
」
と
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
共
感
覚
観
で
も

あ
る
。
共
感
覚
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
プ
ロ
ト
ア
ン
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
だ
ろ

う
。 

 

た
だ
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
無
生
物
・
自
然
物
の
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
で
も
あ
る
」
と
い
う
仮
説
に
持
っ
て
行
く
時
に
は
、
唯
識
論
を
用
い
て
考
え
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る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。「
音
に
色
が
見
え
る
」
共
感
覚
は
極
め
て
認
知
・

認
識
的
意
味
を
帯
び
、
「
女
性
の
排
卵
が
色
で
見
え
る
」
共
感
覚
は
極
め
て
感

覚
・
知
覚
的
意
味
を
帯
び
、
最
後
に
「
私
は
石
こ
ろ
で
あ
る
と
感
じ
る
」
共
感

覚
は
極
め
て
「
物
性
＝
仏
性
」
的
意
味
を
帯
び
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

コ
ウ
モ
リ
ど
う
し
で
次
の
よ
う
な
会
話
が
お
こ
な
わ
れ
た
な
ら
、
我
々
は
腹

を
抱
え
て
笑
う
し
か
な
い
。
「
君
は
本
当
に
超
音
波
を
知
覚
し
て
い
る
の
か
？
」

「
え
、
僕
た
ち
は
同
じ
コ
ウ
モ
リ
だ
ろ
う
？ 

そ
れ
を
知
覚
せ
ず
し
て
、
ど
う

し
て
僕
た
ち
が
コ
ウ
モ
リ
友
だ
ち
だ
と
理
解
で
き
た
の
か
い
？
」 

 

だ
が
、
今
や
全
世
界
の
共
感
覚
研
究
者
が
共
感
覚
者
に
対
し
て
お
こ
な
っ
て

い
る
研
究
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
。「
君
は
本
当
に
音
に
色
が
見
え
て
い

る
の
か
？
」 

 

あ
ら
ゆ
る
生
物
の
う
ち
で
人
間
だ
け
が
、
前
言
語
的
な
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
失
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
正
体
が
何
で
あ
る
の
か
、
今
西
氏
は
つ
い
に
語
ら
な
か
っ
た
。
一

方
で
、
世
の
生
理
学
者
た
ち
の
一
派
は
、「
共
感
覚
は
幼
児
期
に
は
皆
あ
る
」
と

主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
学
説
が
い
つ
の
日
か
折
衷
さ
れ
て
生
じ
る
学
説
こ
そ
、
私
が
思
い

描
い
て
い
る
「
共
感
覚
原
帰
属
性
仮
説
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
以
外
の
生
物
の
プ
ロ
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
は
、
仏
性
レ
ベ
ル
で
の
共
感
覚
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

第
四
部 

梅
棹
忠
夫 

  

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

■
お
す
す
め
著
作 

『
文
明
の
生
態
史
観
』 

『
日
本
人
の
知
恵
』 

『
情
報
産
業
論
』 

『
情
報

の
文
明
学
』 

『
地
球
時
代
の
日
本
人
』 

『
女
と
文
明
』 

  

梅
棹
忠
夫
の
思
想
体
系
か
ら
得
た
最
初
の
印
象
は
、
和
辻
風
土
論
の
ト
リ
ッ

キ
ー
な
延
長
論
と
い
う
も
の
で
、
や
は
り
西
洋
と
東
洋
の
差
異
と
は
何
か
を
今

で
も
探
究
し
た
い
私
と
し
て
は
、
大
乾
燥
地
帯
を
ど
真
ん
中
に
挟
む
、
い
わ
ば

「
第
一
地
域
分
断
論
」
や
「
第
二
地
域
挟
み
打
ち
論
」
に
は
、
無
条
件
に
首
肯

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
梅
棹
理
論
に
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
言
語
学
の
統
語
論
的
視

点
で
あ
る
と
も
思
う
。
大
乾
燥
地
帯
南
部
の
ベ
ン
ガ
ル
語
は
、
元
は
英
語
と
同

源
の
言
語
か
ら
袂
を
分
か
っ
た
言
語
で
あ
る
。
逆
に
、
ト
ル
コ
語
の
統
語
論
的

構
造
を
見
れ
ば
、
ウ
ラ
ル
語
族
と
共
に
遊
牧
騎
馬
民
族
の
名
残
り
を
と
ど
め
る

非
印
欧
語
族
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
は
東
に
行
か

ず
に
西
に
、
仏
教
は
西
に
行
か
ず
に
東
に
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
播
し
た
の
で
あ
る
。

梅
棹
理
論
の
ト
リ
ッ
キ
ー
な
性
質
は
、
色
々
な
側
面
か
ら
説
明
で
き
る
と
思
う
。 

 
さ
ら
に
、
漢
字
廃
止
論
な
ど
、
国
語
と
し
て
の
日
本
語
観
に
お
い
て
も
、
あ

ま
り
に
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
梅
棹
理
論
に
対
す
る
私
な
り
の
評
価
は
、
東
洋
諸
外
国
に
対
す
る
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日
本
の
特
徴
を
明
確
に
し
た
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
私
の
場
合
は
、
共
感
覚

と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
お
り
、
同
じ
こ
と
を
共
感
覚
や
解
離
性
障
害
を
持
つ
日

本
人
の
言
語
障
害
を
見
て
明
確
に
意
識
し
た
。 

 

例
え
ば
、
日
本
（
大
和
）
民
族
の
文
化
依
存
症
候
群
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

よ
う
な
、
解
離
性
障
害
の
諸
症
状
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
朝
鮮
民
族
（
韓
国
・
北

朝
鮮
を
含
む
）
に
は
起
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
大
乾
燥
地
帯
に
お

い
て
超
大
専
制
帝
国
を
築
い
た
漢
民
族
と
陸
続
き
の
朝
鮮
民
族
に
お
い
て
は
、

個
々
人
の
性
格
を
考
慮
せ
ず
に
国
民
・
民
族
全
体
の
傾
向
と
し
て
日
本
民
族
と

比
較
す
る
限
り
、
そ
の
排
他
精
神
（
昨
今
の
反
日
運
動
な
ど
に
見
ら
れ
る
精
神
）

が
、
日
本
民
族
よ
り
も
穏
や
か
な
ら
ぬ
も
の
、
日
本
民
族
よ
り
も
漢
民
族
に
近

い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
善
し
悪
し
と
い
う
よ
り
は
そ
の
民
族
の

性
質
で
あ
っ
て
、
何
ら
不
思
議
は
な
い
も
の
と
私
は
考
え
る
。 

  

第
五
部 

三
木
成
夫 

  

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

■
お
す
す
め
著
作 

『
胎
児
の
世
界
―
人
類
の
生
命
記
憶
』 

『
内
臓
の
は
た
ら
き
と
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
』 

『
生
命
形
態
の
自
然
誌 

第
一
巻 

解
剖
学
論
集
』 

『
海
・
呼
吸
・

古
代
形
象
―
生
命
記
憶
と
回
想
』 

『
生
命
形
態
学
序
説
―
根
原
形
象
と
メ
タ

モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
』 

  

三
木
成
夫
の
『
生
命
形
態
学
序
説
』
の
一
節
で
あ
る
。 

 

（
引
用
始
め
） 

「
一
般
に
下
等
動
物
は
、
自
分
の
ほ
ん
の
身
の
回
り
の
で
き
ご
と
だ
け
を
、
し

か
し
文
字
ど
お
り
、“
全
身
で
も
っ
て
”
受
け
取
っ
て
い
た
（
近
接
感
覚
：
触
覚

と
味
覚
）。
す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
刺
激
に
応
ず
る
感
覚
細
胞
が
か
ら
だ
の
表
面

い
た
る
と
こ
ろ
に
ち
ら
ば
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
高
等
な
動
物
に
な
る
と
し
だ
い
に
遠
く
の
で
き
ご
と
に
も
感
ず
る

よ
う
に
な
り
（
遠
隔
感
覚
：
嗅
覚
、
聴
覚
，
視
覚
）、
つ
い
に
人
間
で
は
何
億
光

年
の
宇
宙
の
か
な
た
ま
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ

れ
ら
の
感
覚
細
胞
は
同
じ
も
の
が
１
カ
所
に
、
そ
れ
も
か
ら
だ
の
前
端
に
集
ま

る
の
で
あ
っ
て
（
鼻
、
耳
、
眼
）
－
－
こ
こ
に
は
栄
養
の
入
り
口
も
開
い
て
い

る
－
－
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
植
物
性
過
程
と
動
物
性
過
程
の
入
り
口
が
集

ま
っ
た
い
わ
ば
“
か
ら
だ
の
窓
口
”
を
わ
れ
わ
れ
は
顔
と
よ
ん
で
い
る
。
ヒ
ト

の
胎
児
の
発
生
を
な
が
め
る
と
脊
椎
動
物
の
顔
の
歴
史
の
い
わ
ば
再
現
が
み
ら

れ
る
」 

（
引
用
終
わ
り
） 

  

私
は
常
々
、
共
感
覚
を
持
っ
て
い
る
自
分
の
こ
と
を
「
人
の
高
等
知
能
を
持

っ
た
オ
ス
ザ
ル
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
大
学
の
講
義
で
も
学
生
に
向
け
て

同
じ
こ
と
を
言
っ
て
み
て
い
る
。
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
三
木
成
夫
の
生
命

観
に
だ
い
た
い
同
じ
だ
。 
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下
等
感
覚
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
高
等
知
能
で
も
っ
て
下
等

感
覚
を
見
下
す
の
で
も
な
く
、
下
等
感
覚
を
失
わ
な
い
体
を
も
っ
て
高
等
に
生

き
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
類
の
や
る
べ
き
仕
事
で
あ
る
と
思
う
。
あ
る
い

は
、
下
等
感
覚
は
、
も
は
や
一
つ
の
「
高
級
品
」
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
「
下
等
な
高
級
品
」
を
忘
れ
た
人
間
に
、
真
に
温
か
い
「
感
覚
」
が
生
じ

る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

三
木
成
夫
の
よ
う
な
深
遠
な
生
命
観
を
持
っ
て
動
植
物
の
研
究
を
お
こ
な
っ

て
い
る
人
は
、
今
の
日
本
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
の
生
命
観
も
、

三
木
成
夫
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
る
。 

   
 

第
六
部 

自
閉
症
・
現
代
物
理
学
・
仏
教
哲
学
・
日
本
の
心
に
つ
い
て
の
一

考 

 

第
一
章 

自
閉
症
・
現
代
物
理
学
・
仏
教
哲
学
・
日
本
の
心
に
つ
い
て
の

一
考
（
そ
の
一
） 

  

二
〇
一
一
年
十
月
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

■
質
量
の
あ
る
素
粒
子
の
光
速
超
え 

  

九
月
二
十
三
日
に
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

O
P

E
R

A

の

チ
ー
ム
が
、
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
光
速
を
超
え
る
速
さ
で
移
動
し
た
こ
と

が
実
験
で
確
認
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。（
二
〇
一
二
年
七
月
十
日
追
記
：
実
験
方

法
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
二
年
六
月
八
日
に
実
験
結
果
を
正
式

に
撤
回
し
た
。） 

 

研
究
チ
ー
ム
は
、
測
定
誤
差
の
可
能
性
を
排
除
し
て
一
万
五
千
回
の
実
験
を

行
い
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
も
し
結
果
が
本

当
な
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
と
齟
齬
が
出
る
と
い
う
こ
と

で
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。（
理
論
上
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
未
来
か
ら
現
在
に

や
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。） 

 
（
日
本
語
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
） 

h
ttp
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b
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私
が
思
う
に
、
も
し
本
当
だ
と
し
て
も
、
今
後
生
ま
れ
る
新
理
論
の
相
対
性

理
論
に
対
す
る
関
係
は
、
相
対
性
理
論
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
に
対
す
る
関
係
に

同
じ
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
相
対
性
理
論
は
極
値
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
に
近
似
（
ニ
ュ

ー
ト
ン
力
学
を
内
包
）
す
る
よ
う
に
、
極
値
に
お
い
て
相
対
性
理
論
に
近
似
（
相

対
性
理
論
を
内
包
）
す
る
新
理
論
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
普
通

は
こ
れ
を
「
相
対
性
理
論
が
間
違
っ
て
い
た
」
と
い
う
言
い
方
は
し
な
い
し
、（
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
は
じ
め
様
々
な
科
学
者
た
ち
の
意
に
反
し
て
）
原
爆
や
原

発
を
生
み
出
し
た
「
張
本
人
」
で
あ
る
こ
の
理
論
が
簡
単
に
崩
壊
す
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

■
強
度
共
感
覚
者
や
重
度
自
閉
症
者
の
先
験
性
は
科
学
的
先
見
性 

  

私
は
、
根
っ
か
ら
の
人
文
系
人
間
で
あ
る
上
に
、
自
分
の
中
に
「
共
感
覚
」

や
「
解
離
感
」
、
「
天
体
や
素
粒
子
の
ふ
る
ま
い
を
頭
の
中
で
立
体
的
に
描
く
幼

少
期
か
ら
の
遊
び
」
な
ど
、
い
わ
ば
特
異
な
「
宇
宙
」
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、

現
代
物
理
学
（
相
対
性
理
論
や
量
子
力
学
）
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
自
分
の
身

体
や
仏
教
哲
学
（
禅
・
中
観
・
唯
識
）
か
ら
入
る
こ
と
の
方
に
面
白
味
を
感
じ

る
。 

 

た
だ
し
、
私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
特
定
の
宗
教
・
宗
派
と
し
て
の
そ
れ
ら

で
は
な
く
、
前
宗
教
的
な
仏
教
哲
学
と
し
て
の
「
仏
法
解
釈
」
の
こ
と
で
、
い

わ
ば
、
釈
迦
本
人
、
龍
樹
本
人
の
人
間
性
か
ら
出
た
「
物
の
考
え
方
・
世
界
観
」

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
指
し
て
い
る
。
私
自
身
は
特
定
の
宗
教
の
信
者
で
は

な
く
、
自
分
の
こ
と
を
「
日
本
的
な
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
持
ち
主
、
自
然
信
仰
者
」

と
だ
け
思
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
話
題
に
し
た
い
の
は
、
勝
手
な
発
想
な
が
ら
、
相
対
性
理
論
の
祖
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
量
子
力
学
の
祖
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
や
ボ
ー
ア
と
い
っ
た
人

た
ち
に
は
、
自
閉
症
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
共
感
覚
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
・

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
離
人
症
な
ど
と
言
え
る
よ
う
な
感
覚
や
感
性
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

量
子
力
学
な
ど
の
用
語
（
波
動
方
程
式
な
ど
）
を
あ
え
て
使
わ
ず
に
、
私
の

な
け
な
し
の
日
本
語
能
力
で
大
雑
把
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
以
下
に
、
物
理
学
・
自
閉
症
論
・
仏
教
哲
学
を
内
包
す
る
私
の

世
界
観
を
説
明
し
て
み
る
。 

 

突
然
だ
が
私
は
、
強
度
の
「
共
感
覚
」
や
重
度
の
「
自
閉
症
」
と
い
う
の
は
、

「
現
代
人
の
一
般
的
五
感
」
プ
ラ
ス
「
相
対
性
理
論
・
量
子
力
学
」
の
よ
う
な

は
た
ら
き
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

重
度
自
閉
症
者
た
ち
の
「
身
体
」
は
、
両
理
論
を
基
礎
と
し
て
主
に
現
代
物

理
学
者
が
「
論
理
的
思
惟
」
に
よ
っ
て
や
っ
と
の
思
い
で
手
に
入
れ
て
き
た
量

子
脳
理
論
学
や
素
粒
子
物
理
学
の
「
物
理
理
論
」
の
役
割
を
元
よ
り
備
え
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、
重
度
自
閉
症
者
た
ち
に
お
い
て
は
「
科
学
的
先
見
性
」
は
「
非

科
学
的
先
験
性
」
に
同
一
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
全
て
の
人
間
の
子
ど
も
や
動
物
と
い
う
の
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は
、
元
よ
り
相
対
性
理
論
的
・
量
子
力
学
的
境
地
を
先
験
的
・
前
数
式
的
に
持

っ
て
生
ま
れ
る
の
だ
が
、
便
利
な
科
学
技
術
を
身
体
の
外
に
有
す
る
近
現
代
人

の
脳
と
体
だ
け
が
「
無
く
と
も
生
活
に
困
ら
な
い
感
覚
（
共
感
覚
な
ど
）」
を
失

っ
て
い
き
、
成
人
の
頃
に
は
決
定
論
や
運
動
方
程
式
を
基
礎
と
す
る
ニ
ュ
ー
ト

ン
力
学
し
か
「
自
然
だ
と
感
じ
ら
れ
な
い
」
脳
と
体
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。 

  

■
現
代
人
の
五
感
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
性 

  

い
わ
ゆ
る
「
現
代
人
の
健
常
者
」
の
持
つ
五
感
・
感
覚
と
い
う
も
の
は
、
古

典
物
理
学
、
そ
の
中
で
も
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
範
囲
内
で
し
か
世
界
を
「
見
て
」

い
な
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
の
「
見
て
」
と
は
、
量
子
力
学
的
な

「
観
測
」
で
は
な
く
、
た
だ
の
五
感
的
な
「
目
視
」
「
目
撃
」
「
聴
解
」
な
ど
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
超
え
た
量
子
力
学
な
ど
の
知
的
世
界
は
、
「
思
考
」
「
思

惟
」
に
よ
っ
て
到
達
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
は
決
定
論
や
運
動
方
程
式
に
特
徴
付
け
ら
れ
、
量
子
力
学

は
確
率
解
釈
や
波
動
方
程
式
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
。） 

 

例
え
ば
、
道
の
両
側
か
ら
車
ど
う
し
が
走
っ
て
来
て
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
警
察

は
わ
ざ
わ
ざ
「
自
分
の
目
に
は
、
自
動
車
及
び
車
内
の
運
転
手
の
人
体
を
構
成

す
る
素
粒
子
が
進
行
方
向
に
収
縮
し
、
素
粒
子
の
時
間
が
遅
れ
た
と
観
測
さ
れ

た
た
め
、
事
故
の
発
生
時
刻
及
び
運
転
手
の
年
齢
を
特
定
で
き
な
い
」
な
ど
と

は
考
え
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
近
現
代
の
「
常
識
」
や
「
社
会
通
念
」
や
「
法
律
」、
さ
ら
に
「
自

己
と
他
者
と
の
関
係
」
な
ど
の
概
念
は
、
近
現
代
人
の
五
感
と
そ
れ
に
基
づ
く

学
力
・
想
像
力
が
実
は
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
程
度
で
し
か
な
い
」
こ
と
に
よ
っ

て
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
。 

 

量
子
力
学
的
に
は
「
事
故
車
両
を
構
成
す
る
素
粒
子
に
は
ア
リ
バ
イ
が
あ
り

得
る
」
の
に
、
こ
こ
で
は
「
事
故
車
両
は
特
定
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
の
方
が

「
正
し
い
」
の
だ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
は
「
現
代
の
先
進
国
民
の
分
裂
し

た
五
感
」
に
お
い
て
「
正
し
い
」、
と
す
る
の
が
物
理
学
の
在
る
べ
き
「
正
統
」

な
姿
で
あ
る
、
と
私
も
考
え
る
。 

 

同
じ
く
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
超
光
速
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
相
対
性
理
論
は

「
現
代
の
先
進
国
の
物
理
学
者
の
分
裂
し
た
五
感
に
よ
る
知
覚
と
思
惟
」
に
お

い
て
「
正
し
い
」
と
す
る
の
が
「
正
し
い
」、
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
、

と
も
考
え
る
。
冒
頭
で
書
い
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
の
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、「
相
対
性
理
論
が
正
し
い
か
ら
原
爆
や
原
発
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
」

の
で
は
な
く
、「
原
爆
や
原
発
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
相
対
性
理
論
は
正
し

い
」
と
す
る
世
界
観
は
、
後
に
述
べ
る
仏
教
的
境
地
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な

世
界
観
だ
と
思
う
。 

 

我
々
現
代
日
本
人
の
五
感
と
そ
れ
に
基
づ
く
学
力
・
想
像
力
が
基
本
的
に
は

「
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
で
し
か
な
い
」
と
い
う
例
は
、
い
く
ら
で
も
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
、「
我
々
の
感
覚
・
意
識
は
、
本
当
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
含

め
た
素
粒
子
の
確
率
論
的
・
不
確
定
的
ふ
る
ま
い
と
全
く
同
じ
ふ
る
ま
い
を
し

て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
（
物
理
学
者
か
ら
教
え
ら
れ
な
い
限
り
）
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
点
に
如
実
に
現
れ
る
。 
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例
え
ば
、
被
験
者
の
脳
の
視
覚
野
を
刺
激
し
て
視
界
の
真
ん
中
に
穴
が
空
く

よ
う
に
し
て
お
き
、
穴
の
周
り
の
背
景
部
分
に
「
青
、
緑
、
赤
」
の
順
に
色
の

カ
ー
ド
を
見
せ
る
と
、
緑
を
見
た
と
同
時
に
穴
の
部
分
に
赤
が
見
え
る
こ
と
が

あ
る
。
い
わ
ば
、
緑
を
見
せ
た
段
階
で
赤
と
い
う
未
来
が
見
え
た
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
右
脳
の
体
性
感
覚
野
の
左
足
を
つ
か
さ
ど
る
部
位
を
直
接
刺
激
し
、

そ
の
ま
ま
今
度
は
右
足
の
皮
膚
に
手
で
触
れ
る
と
、
後
者
の
方
が
「
皮
膚
、
感

覚
神
経
、
左
脳
」
と
い
う
順
に
一
定
の
移
動
時
間
を
要
す
る
は
ず
な
の
に
、
意

識
の
上
で
は
、
左
足
よ
り
も
右
足
を
先
に
触
ら
れ
た
と
自
覚
す
る
。
い
わ
ば
、

過
去
と
未
来
の
逆
転
が
起
こ
る
。
電
子
な
ど
の
素
粒
子
の
ふ
る
ま
い
は
、
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ら
素
粒
子
が
構
成
す
る
脳
や
神
経
系
の
ふ
る
ま
い
を
形
作
る
わ
け
で

あ
る
。 

 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ベ
ッ
ト
を
は
じ
め
自
由
意
志
研

究
や
量
子
脳
理
論
学
・
素
粒
子
物
理
学
の
分
野
で
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
現
代
の
我
々
は
、「
普
通
に
考
え
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」

と
か
、
「
あ
っ
た
と
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
か
、
「
あ
く
ま
で
も
知
識
と
し

て
知
っ
た
」
と
い
う
「
感
じ
」
を
受
け
る
。 

  

■
自
閉
症
や
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
（
や
私
の
共
感
覚
）
の
量
子
力
学
性 

  

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
あ
り
得
る
」
こ
と
が
「
信
じ
ら
れ
る
」「
感

じ
」
を
最
初
か
ら
持
っ
て
い
る
「
現
代
人
」
が
い
る
。
例
示
し
た
よ
う
な
こ
と

（
交
通
事
故
や
神
経
系
の
変
化
）
が
起
き
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
知
覚
し
て
し
ま
う
た
め
に
、
重
要
な
情
報
だ
け
を
取
り
出
し
て
他
は
切
り

捨
て
る
と
い
う
抽
象
能
力
に
立
脚
す
る
現
代
の
社
会
生
活
が
送
れ
ず
、
パ
ニ
ッ

ク
を
起
こ
す
人
の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
我
々
は
「
自
閉
症
」
や
「
サ
ヴ
ァ
ン
症
候

群
」
と
呼
ん
で
い
る
と
私
は
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

私
の
共
感
覚
に
も
、「
自
閉
症
」
や
「
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
」
と
似
た
よ
う
な
性

質
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
二
冊
目
の
拙
著
で
「
対
女
性
共
感
覚
」
と
い
う
私
の

共
感
覚
を
紹
介
し
た
。 

 

私
が
女
性
の
排
卵
を
共
感
覚
で
遠
方
か
ら
感
知
す
る
「
感
じ
」
と
い
う
も
の

は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
を
超
え
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
相
対
性
理
論
的
で
あ
り
、（
相

対
性
理
論
を
含
め
た
広
義
の
）
古
典
物
理
学
を
超
え
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
量
子
論

的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
空
観
・
素
粒
子
観
を
、
私
の
身
体
だ
け
を
用
い
て

体
感
で
き
る
共
感
覚
の
筆
頭
が
、
対
女
性
共
感
覚
で
あ
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

実
は
、
こ
の
私
の
自
閉
症
観
と
同
じ
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
が
、
二

冊
目
の
拙
著
を
「
動
物
と
感
情
」
な
ど
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
下
さ
っ
て
い
る

松
本
氏
で
、
以
下
に
一
つ
、
氏
に
よ
る
拙
著
へ
の
言
及
を
挙
げ
て
お
く
。 

 

「
動
物
と
感
情
」
に
つ
い
て 

h
ttp
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a
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m
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e
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n
6
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こ
の
対
女
性
共
感
覚
に
つ
い
て
、
私
の
神
経
系
や
自
我
の
ふ
る
ま
い
を
波
動

関
数
（
波
動
方
程
式
）
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、「
女

性
の
身
体
か
ら
素
粒
子
レ
ベ
ル
で
排
卵
情
報
が
発
せ
ら
れ
た
時
刻
（
１
）」
と
「
素

粒
子
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
排
卵
情
報
が
、
私
の
皮
膚
な
り
網
膜
な
り
に
達
し
た
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時
刻
（
２
）
」
と
「
女
性
の
排
卵
情
報
が
素
粒
子
レ
ベ
ル
で
私
の
感
覚
神
経
・
脳

を
動
か
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
時
刻
（
私
の
脳
の
電
位
の
発
生
な
ど
）
（
３
）」

と
「
女
性
の
排
卵
情
報
を
素
粒
子
レ
ベ
ル
で
感
知
し
た
と
私
の
自
己
意
識
が
自

覚
し
た
時
刻
（
４
）
」
と
を
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
ほ
ど
の
精
密
さ
で
測

っ
て
み
る
と
、（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）
の
順
番
に
な
っ
て
お
ら
ず
、（
１
）
よ

り
も
（
２
）
、
（
２
）
よ
り
も
（
３
）
、
（
３
）
よ
り
も
（
４
）
が
早
い
場
合
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

多
く
の
自
閉
症
の
男
性
も
、
現
代
人
の
五
感
に
と
っ
て
常
識
的
な
順
番
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
体
感
さ
れ
る
身
体
を
持
っ
て
生
き
て

い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
そ
の
体
感
は
、
相
対
論
的
・
量
子
論
的
に
も
全
く
正

し
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
最
終
的
に
「
異
性
と
は
、
い
つ
で
も
波
動
関
数
的
・
確
率
論
的
に

立
ち
現
れ
る
他
者
で
あ
る
」
と
い
う
「
東
洋
的
な
無
我
や
日
本
的
な
は
か
な
さ
」

を
語
る
の
に
、
絶
好
の
テ
ー
マ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
こ
の
「
体
感
」
を
、

古
代
日
本
語
で
「
恋
（
こ
ひ
）」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
の
が
、
私
の
和
歌
・
古

典
解
釈
の
態
度
で
も
あ
る
。 

 

続
く
。 

 

■
画
像
出
典 
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第
二
章 

自
閉
症
・
現
代
物
理
学
・
仏
教
哲
学
・
日
本
の
心
に
つ
い
て
の

一
考
（
そ
の
二
） 

  

二
〇
一
一
年
十
月
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

  

■
「
心
の
理
論
」 
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以
上
、
（
そ
の
一
）
で
書
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
こ
う
な
る
と
思
う
。 

 

い
わ
ゆ
る
現
代
物
理
学
を
生
み
出
し
て
き
た
物
理
学
者
た
ち
、
例
え
ば
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、（
今
の
義
務
教
育
の
算
数
・
数
学
か
ら
始
ま
っ
て
ニ
ュ
ー
ト

ン
力
学
ま
で
を
習
得
す
る
と
い
う
）
初
歩
的
知
識
の
積
み
上
げ
の
順
を
追
っ
て

相
対
性
理
論
を
「
発
明
し
た
」
の
で
は
な
く
、
相
対
性
理
論
を
「
五
感
で
元
々

知
っ
て
い
た
」
か
ら
「
発
露
で
き
た
」
の
で
は
な
い
か
。「
発
露
」
の
た
め
に
足

り
な
い
「
言
葉
」
が
物
理
学
用
語
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
実

際
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
初
歩
の
物
理
学
・
数
学
能
力
に
問
題
が
あ
っ
た

ら
し
い
。
） 

 

そ
し
て
、
現
代
に
お
い
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
な
ど

と
呼
ば
れ
る
世
界
認
識
様
態
が
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、

そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
重
度
の
自
閉
症
者
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
な
ど
は
、
相
対

性
理
論
の
そ
の
先
（
量
子
力
学
・
不
完
全
性
定
理
な
ど
）
さ
え
「
体
感
」
と
し

て
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

し
ば
し
ば
自
閉
症
者
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
に
つ
い
て
、「
心
の
理
論
」
が
理

解
で
き
な
い
人
た
ち
だ
と
い
う
言
わ
れ
方
を
す
る
。
以
下
の
「
サ
リ
ー
と
ア
ン

課
題
」
が
有
名
で
あ
る
。 

 

一
、
サ
リ
ー
と
ア
ン
が
部
屋
で
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
。 

二
、
サ
リ
ー
は
ボ
ー
ル
を
カ
ゴ
（
中
が
見
え
る
）
の
中
に
入
れ
て
部
屋
を
出
て

い
っ
た
。 

三
、
サ
リ
ー
が
い
な
い
間
に
ア
ン
が
ボ
ー
ル
を
箱
（
中
が
見
え
な
い
）
の
中
に

移
し
た
。 

四
、
サ
リ
ー
が
部
屋
に
戻
っ
て
き
た
。 

質
問
：
サ
リ
ー
は
ボ
ー
ル
が
ど
こ
に
あ
る
と
思
う
か
？ 

  

現
代
の
定
型
発
達
者
（
健
常
者
）
に
と
っ
て
正
解
は
「
カ
ゴ
の
中
」
だ
が
、

自
閉
症
者
た
ち
の
最
も
一
般
的
な
回
答
で
は
、「
分
か
ら
な
い
」
や
「
ボ
ー
ル
は

消
え
た
」
が
多
く
、
次
い
で
「
箱
」、
そ
し
て
「
カ
ゴ
」
と
な
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
少
し
ミ
ク
ロ
の
世
界
（
例
え
ば
、
脳
神
経
系
の
ふ
る
ま
い
）
に

な
っ
た
だ
け
で
、
健
常
者
と
て
自
閉
症
者
を
笑
っ
て
い
る
場
合
で
な
く
な
る
こ

と
は
、
そ
の
一
の
記
事
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。「
緑
と
赤
、
ど
ち
ら
を
先
に
見

た
か
？
」「
同
時
で
す
」
。「
ま
ず
ど
ち
ら
の
足
に
触
れ
ら
れ
た
か
？
」「
右
足
で

す
」。
こ
れ
ら
「
本
当
の
よ
う
な
嘘
」
が
、
現
代
の
「
自
閉
症
で
な
い
」
健
常
者

の
「
正
し
い
世
界
認
識
」
と
さ
れ
る
。 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
の
健
常
者
は
、
決
定
論
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動

方
程
式
の
方
が
ど
う
し
て
も
「
五
感
・
体
感
」
と
し
て
「
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
」

た
め
に
、「
心
の
理
論
」
や
先
の
例
（
色
の
カ
ー
ド
、
足
へ
の
接
触
）
に
対
し
て

ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
に
理
由
を
与
え
よ
う
と
す
る
。 

「
心
の
理
論
」
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
五
感
・
意
識
に
と
っ
て
自
明
的
な
「
正

し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
理
解
で
き
な
い
相
手
方
を
「
自
閉
症
」
と
名
付

け
て
い
る
。
一
方
、
先
の
例
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
不
可
解
な
現
象

に
つ
い
て
は
、
自
分
方
に
都
合
の
よ
い
解
釈
を
考
え
る
。 

 

そ
れ
が
、「
経
験
の
繰
り
上
げ
（
下
げ
）」
や
「
時
間
の
繰
り
上
げ
（
下
げ
）」

と
言
わ
れ
る
も
の
だ
。
色
の
カ
ー
ド
の
例
だ
と
、「
赤
を
見
て
か
ら
緑
と
赤
を
一



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

32 

 

緒
に
意
識
に
上
げ
た
」
と
い
う
解
釈
が
主
流
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
私
の
対
女

性
共
感
覚
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
「
経
験
と
時
間
の
繰
り
上
げ
（
下
げ
）
説
」

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
「
表
向
き
は
健
常
な
回
答
」
は
、「
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
・
常
識
的

な
五
感
と
意
識
に
お
い
て
正
し
い
」
だ
け
で
あ
っ
て
、「
量
子
力
学
的
・
自
閉
症

的
・
共
感
覚
的
な
五
感
と
意
識
に
お
い
て
は
そ
う
と
は
限
ら
な
い
」
こ
と
に
、

も
っ
と
目
を
向
け
た
い
と
私
は
考
え
る
。 

 

前
者
の
「
正
し
さ
」
は
、
例
え
ば
、
「
自
己
（
回
答
者
）」
と
「
他
者
（
サ
リ

ー
・
ア
ン
）
」
が
全
て
別
個
の
物
理
的
実
体
・
独
立
の
素
粒
子
結
合
体
で
あ
る
と

い
う
「
量
子
力
学
的
に
は
特
殊
な
事
態
」
を
我
々
現
代
人
の
脳
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン

が
仮
に
幻
想
し
、
か
つ
そ
の
こ
と
が
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
た
め
の
ニ

ュ
ー
ロ
ン
活
動
が
淘
汰
さ
れ
停
止
し
て
い
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
保
証
さ
れ

て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、「
ボ
ー
ル
」
を
「
素
粒
子
一
個
」
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
自
閉
症
者
た
ち
の
答
え
が
「
名
答
」
と
な
る
。
自
閉
症
者
た
ち
は
、
い
わ

ば
本
能
的
に
「
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」
や
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
解
釈
」

を
「
心
で
」
議
論
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。 

 

む
ろ
ん
、
量
子
力
学
は
、
そ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
の
世
界
に
適
用
す
る
の
が
一

般
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
禅
・
中
観
・
唯
識
で
は
、
い
か
に
巨
視
的
・

可
視
的
な
物
理
現
象
で
あ
っ
て
も
、
実
体
的
実
在
を
問
え
な
い
東
洋
的
絶
対
無

の
境
地
が
あ
る
と
見
る
。 

 

現
代
の
定
型
発
達
者
の
五
感
が
「
古
典
力
学
系
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自

閉
症
者
の
五
感
が
「
量
子
力
学
系
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
見

て
い
く
と
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
者
は
、
あ
ら
ゆ
る

物
理
現
象
を
絶
対
時
空
間
内
の
因
果
律
・
決
定
論
で
見
る
習
慣
が
付
い
て
い
る
。

だ
か
ら
、
外
界
の
情
報
が
、
我
々
の
感
覚
神
経
か
ら
脳
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
発
火
、

そ
し
て
意
識
に
達
す
る
ま
で
の
過
程
を
、「
感
覚
・
知
覚
・
認
識
・
認
知
・
思
惟
・

感
情
」
な
ど
に
分
け
て
段
階
説
を
と
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

 

量
子
力
学
は
完
全
に
「
思
惟
」
や
「
知
性
」
の
問
題
と
思
わ
れ
、「
体
感
」
と

し
て
は
ど
う
し
て
も
西
洋
的
・
古
典
的
因
果
律
に
落
と
し
込
ま
な
け
れ
ば
気
が

済
ま
な
い
と
い
う
「
感
じ
」
が
頭
に
あ
る
の
が
、
現
代
の
定
型
発
達
者
だ
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

  

■
東
洋
的
無
我
と
量
子
力
学 

  

無
意
識
の
う
ち
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
五
感
に
合
わ
せ
て
世
界
を
と
ら
え
よ

う
と
す
る
こ
の
「
感
じ
」
を
人
間
が
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
人
間
史
上

に
お
い
て
近
現
代
に
す
ぎ
な
い
、
し
か
も
西
洋
人
か
ら
順
に
そ
の
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
私
の
考
え
は
、
ず
っ
と
一
貫
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

あ
る
意
味
で
、「
古
典
力
学
」
の
「
古
典
」
と
い
う
用
語
は
正
し
く
な
い
の
で

は
な
い
か
。「
古
典
力
学
」
は
、
有
史
以
降
の
人
間
の
脳
が
自
閉
症
的
・
サ
ヴ
ァ

ン
的
共
感
覚
を
失
っ
た
結
果
と
し
て
得
た
、
後
天
的
に
限
局
さ
れ
た
「
物
事
の

見
方
」
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。 

 

そ
う
考
え
る
私
と
し
て
は
、
む
し
ろ
、「
な
ぜ
人
間
の
感
覚
や
意
識
は
、
外
界

の
過
去
や
未
来
を
正
し
く
見
て
い
な
い
の
か
」
で
は
な
く
、「
な
ぜ
人
間
の
感
覚



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

33 

 

や
意
識
は
、
過
去
や
未
来
と
い
う
概
念
を
生
み
出
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
の

方
が
重
要
な
問
題
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
後
者
の
問
い
し
か
残
ら
な

い
と
も
言
え
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
一
種
の
禅
的
・
仏
教
的
な
観
点
か
ら

自
閉
症
者
の
世
界
認
識
を
考
え
る
意
義
を
感
じ
る
。 

 

実
際
の
と
こ
ろ
、
自
閉
症
者
の
世
界
認
識
で
は
、
お
よ
そ
先
の
よ
う
な
因
果

律
と
い
う
も
の
が
崩
れ
て
い
る
。
「
崩
れ
る
」
と
は
、
「
こ
の
世
界
・
宇
宙
の
物

理
現
象
を
、
西
洋
的
自
我
で
は
な
く
、
東
洋
的
無
我
と
し
て
達
観
す
る
」
こ
と

だ
と
私
は
考
え
る
。 

 

も
っ
と
も
、
そ
う
言
う
か
ら
に
は
、「
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
識
す
る
」
と

い
う
全
人
類
に
普
遍
的
で
あ
る
は
ず
の
概
念
が
な
ぜ
「
自
閉
症
的
で
あ
る
」
こ

と
に
な
る
の
か
、
ま
た
「
自
閉
症
的
で
あ
る
」
と
い
う
無
国
籍
的
な
概
念
が
な

ぜ
「
東
洋
的
で
あ
る
」
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
「
東
洋
的
で
あ
る
」
こ
と
が

な
ぜ
「
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
識
す
る
」
こ
と
に
な
る
の
か
、
こ
れ
が
論
理

的
に
説
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
論
理
」
に
当

た
る
も
の
が
唯
識
思
想
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
私
は
唯
識
思
想

を
見
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。（
こ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
の
記
事
で
試

み
た
。） 

 

禅
・
中
観
・
唯
識
思
想
を
一
通
り
学
ん
だ
仏
教
愛
好
家
が
皆
そ
う
い
う
境
地

や
意
見
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
私
は
詳
し
く
知
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
少
な

く
と
も
私
と
し
て
は
、「
近
現
代
人
は
相
対
性
理
論
・
量
子
力
学
・
不
確
定
性
原

理
・
不
完
全
性
定
理
へ
の
先
験
的
な
理
解
を
系
統
発
生
・
個
体
発
生
過
程
の
ど

こ
か
で
切
り
落
と
し
て
き
た
」
と
考
え
て
お
り
、「
現
在
は
そ
れ
ら
を
西
洋
的
な

脳
機
構
に
よ
っ
て
奪
還
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
時
代
に
す
ぎ
な
い
」
と
考
え
て

い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
か
ら
が
重
要
で
、
自
閉
症
や
共
感
覚
や
自
由
意
志
や
素
粒

子
を
研
究
し
て
い
る
一
般
の
量
子
脳
理
論
学
者
や
素
粒
子
物
理
学
者
が
普
通
は

そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

「
相
対
性
理
論
的
・
量
子
力
学
的
現
象
は
、
自
然
界
や
我
々
の
身
体
・
脳
神
経

系
で
起
こ
っ
て
は
い
る
が
、
古
代
人
の
五
感
が
知
ら
な
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

現
代
人
の
脳
に
も
理
論
化
・
数
式
化
し
て
初
め
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
、
元
々

人
間
の
感
覚
能
力
を
超
え
た
真
実
を
解
明
す
る
の
が
物
理
学
や
数
学
だ
」
と
普

通
は
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

換
言
す
る
と
、
人
類
が
存
在
せ
ず
と
も
、
こ
の
宇
宙
・
こ
の
世
の
中
に
は
素

粒
子
と
い
う
「
状
態
」（
量
子
の
粒
子
性
と
波
動
性
と
い
う
二
重
状
態
）
が
成
立

す
る
と
考
え
る
。
人
類
が
存
在
せ
ず
と
も
、
時
空
は
相
対
性
理
論
や
量
子
論
の

通
り
に
変
容
す
る
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

む
ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る
「
科
学
（
自
然
科
学
）」
自
体
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る

の
が
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
こ
と
は
、
確
か
だ
と
思
う
。
本
当
は
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
も
、
そ
う
い
う
世
界
観
（
因
果
律
的
決
定
論
）
の
持
ち
主
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
ボ
ー
ア
と
の
論
争
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
点
、
ボ
ー
ア
は
少
し
違
っ
て
、
量
子
力
学
と
東
洋
思
想
と
が
渾
然
一
体

と
な
っ
た
世
界
観
を
持
っ
て
お
り
、
素
粒
子
の
姿
を
達
観
す
る
に
は
「
仏
陀
・

老
子
な
ど
の
東
洋
思
想
家
が
昔
に
直
面
し
た
認
識
論
の
問
題
に
立
ち
返
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
述
べ
て
お
り
、
実
際
に
こ
の
世
界
観
が
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
理
論
の
欠
陥
を
言
い
当
て
る
ま
で
の
正
し
い
道
筋
と
な
っ
た
か
ら
、
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興
味
深
い
。 

 
そ
の
一
で
挙
げ
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
件
に
限
ら
ず
、
私
が
相
対
性
理
論
と
量

子
力
学
、
ま
た
「
場
の
量
子
論
」
と
「
超
ひ
も
理
論
」、
あ
る
い
は
私
自
身
の
共

感
覚
・
対
女
性
共
感
覚
な
ど
を
考
え
る
時
に
、
必
ず
立
ち
返
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
、
久
松
真
一
の
『
東
洋
的
無
』
の
一
節
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て

お
く
。 

 

「
私
が
東
洋
的
無
と
称
し
ま
す
る
も
の
は
、
限
定
を
も
矛
盾
を
も
絶
す
る
此
の

現
存
者
で
あ
り
ま
す
。
而
も
是
は
私
自
身
と
別
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
若
し
も
別
な
も
の
で
あ
り
ま
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
早
現
存
者
で

は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
、
か
か
る
私
は
既
に
私
と
も
言
へ
ぬ
私
で
あ
り

ま
す
。
無
我
と
は
斯
か
る
私
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
汝
と
我
と
を
区
別
す

る
立
場
に
於
て
は
東
洋
的
無
我
は
成
立
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
東
洋
に
於
け

る
無
我
は
、
有
の
立
場
の
否
定
に
於
て
甫
（
は
じ
）
め
て
成
立
つ
も
の
で
あ
り

ま
す
。
通
常
の
愛
と
し
て
の
無
我
は
尚
有
の
立
場
を
出
で
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
東
洋
的
無
我
は
愛
を
も
絶
す
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」 

  

こ
の
東
洋
的
絶
対
無
の
境
地
、
そ
し
て
（
私
が
こ
れ
と
渾
然
一
体
で
あ
る
と

見
な
し
て
い
る
）
自
閉
症
的
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
的
境
地
と
い
う
も
の
は
、
い

わ
ゆ
る
「
大
統
一
理
論
」
の
構
築
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
世
界
解
釈
と
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
う
。 

 

も
し
か
す
る
と
、
未
来
の
物
理
学
や
数
学
の
主
流
は
、
言
語
障
害
ギ
リ
ギ
リ

の
自
閉
症
者
や
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
や
統
合
失
調
症
者
が
担
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。 

 

実
際
に
二
十
世
紀
に
は
、（
少
な
く
と
も
私
か
ら
見
る
と
）
軽
度
の
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
は
持
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や

ペ
レ
ル
マ
ン
な
ど
が
登
場
し
た
か
ら
、
二
十
一
世
紀
の
物
理
学
と
数
学
の
発
展

は
、
よ
り
一
層
「
東
洋
的
・
自
閉
症
的
無
我
の
懐
古
」
と
渾
然
一
体
化
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
私
は
思
う
。 

 

湯
川
秀
樹
も
自
ら
の
理
論
構
築
に
禅
哲
学
を
用
い
た
形
跡
が
多
々
あ
る
け
れ

ど
も
、
日
本
人
数
学
者
の
う
ち
私
が
最
も
好
き
な
岡
潔
と
仏
教
哲
学
と
の
関
連

に
つ
い
て
の
私
見
を
、
次
に
書
き
た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
、「
愛
を
も
絶
す

る
」
境
地
と
し
て
の
「
東
洋
的
無
我
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
私

見
も
述
べ
て
み
た
い
。 

 

続
く
。 

  

第
三
章 

自
閉
症
・
現
代
物
理
学
・
仏
教
哲
学
・
日
本
の
心
に
つ
い
て
の

一
考
（
そ
の
三
） 

  

二
〇
一
一
年
十
月
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 
続
き
。 
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■
自
閉
症
者
の
世
界
認
識 

  

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、
古
典
物
理
学
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
と
い
う
も
の
が
内
包

す
る
「
因
果
律
的
決
定
論
」
の
い
わ
ば
「
人
類
史
上
に
お
け
る
特
殊
性
」
に
つ

い
て
、
自
閉
症
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
診
断
に
多
用
さ
れ
る
「
心
の
理
論
」
な
ど

を
例
に
述
べ
て
き
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
決
定
論
が
な
ぜ
生
じ
た
か
を
分
析
す
る
際
に
、「
我
々

人
間
自
身
に
そ
の
よ
う
な
決
定
論
を
正
当
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
五
感

様
態
を
我
々
自
身
が
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
で
あ
る
と
す
る
の
が
私
の

見
方
で
あ
る
こ
と
も
書
い
て
み
た
。 

 

自
閉
症
者
た
ち
の
世
界
観
は
、
一
見
す
る
と
確
か
に
不
可
解
で
あ
る
。「
心
の

理
論
」
問
題
に
は
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
先
の
例
（
色
の
カ
ー

ド
、
足
へ
の
接
触
）
の
よ
う
に
、
健
常
者
が
解
釈
を
こ
じ
つ
け
る
と
こ
ろ
で
は
、

か
え
っ
て
「
緑
を
見
た
の
は
過
去
で
も
現
在
で
も
あ
る
」
な
ど
と
、「
あ
り
の
ま

ま
を
正
し
く
」
答
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

あ
る
い
は
、
自
閉
症
者
は
「
時
間
と
空
間
の
区
別
が
分
か
ら
な
い
」
と
訴
え

る
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
間
と
空
間
が
「
同
一
概
念
の
別
称
化
」
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
「
物
理
学
的
事
実
」
を
体
感
し
て
い
た
の
は
、
自
閉
症
的
傾
向

を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
物
理
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
そ
の
人
で
あ
っ
た
。 

 

先
の
私
の
対
女
性
共
感
覚
も
、
例
え
ば
（
３
）（
１
）（
４
）（
２
）
な
ど
と
い

う
順
序
で
私
に
体
感
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
点
な
ど
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
「
自
閉

症
的
世
界
知
覚
」
で
あ
る
と
言
え
そ
う
だ
。
こ
れ
も
ま
た
、
相
対
性
理
論
的
・

量
子
力
学
的
に
（
そ
れ
ば
か
り
か
科
学
全
般
的
に
）「
正
し
い
」
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

  

■
岡
潔
の
言
う
「
浅
い
心
」
と
「
深
い
心
」 

  

さ
て
、
久
松
真
一
が
『
東
洋
的
無
』
に
お
い
て
述
べ
た
「
愛
を
も
絶
す
る
」

境
地
と
し
て
の
「
東
洋
的
無
我
」
と
い
う
も
の
に
、（
自
閉
症
的
傾
向
を
持
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
）
日
本
人
の
物
理
学
者
や
数
学
者
が
い
か
に
し
て
達
し
て
き
た

の
か
に
つ
い
て
、
私
が
最
も
好
き
な
数
学
者
で
あ
る
岡
潔
を
例
に
述
べ
て
み
た

い
。 

 

今
の
私
の
人
生
二
十
九
年
間
の
仏
教
観
は
、『
中
論
』
や
『
成
唯
識
論
』
が
基

軸
で
あ
り
、
か
つ
「
唯
識
」
を
「
中
観
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
、「
禅
」
を
「
中
観
」

の
実
践
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
そ
う
な
る
か
、
そ
の
詳
細
は
省
き
た
い
。 

 

と
も
か
く
、
仏
教
哲
学
（
こ
こ
で
は
、
私
な
り
に
、
主
に
禅
・
中
観
・
唯
識

思
想
を
指
す
）
が
最
初
か
ら
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
な
因
果
律
的
決
定

論
（
あ
る
い
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
さ
え
陥
っ
た
そ
れ
）
を
退
け
て
い
る

点
が
、
自
閉
症
者
や
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
に
と
っ
て
親
和
的
に
は
た
ら
く
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
私
の
考
え
を
書
い
て
み
た
い
。 
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こ
こ
に
順
に
、
本
来
的
な
唯
識
思
想
の
模
式
図
（
最
初
の
二
つ
。
二
つ
目
は
、

鎌
田
茂
雄
著
『
華
厳
の
思
想
』
よ
り
）
、
岡
潔
が
晩
年
に
達
観
し
た
と
主
張
し
た

「
西
洋
と
東
洋
の
心
の
構
造
の
違
い
」
の
図
、
私
の
作
成
し
た
「
西
洋
と
東
洋

の
心
の
構
造
の
違
い
」
の
図
を
掲
げ
る
。 

 

岡
潔
は
、（
私
が
氏
の
仏
教
論
や
自
伝
的
な
書
を
読
む
限
り
）
あ
か
ら
さ
ま
な

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
的
な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
散
歩
中
に
突
然
石
で
地
面
に
数
式
や
言
葉
を
書
き
始
め
る
な
ど
、
奇
行
の

数
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

私
に
と
っ
て
岡
潔
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、「
自
分
が
数
学
者
に
な
っ
た
の
は
、

著
名
に
な
る
た
め
で
は
な
い
。
西
洋
人
の
も
の
の
考
え
方
を
知
る
た
め
で
あ
る
」

と
そ
こ
か
し
こ
で
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

 

岡
潔
に
よ
れ
ば
、
な
ん
と
（
西
洋
の
学
問
で
あ
る
数
学
を
自
ら
究
め
た
結
果

と
し
て
、
か
つ
、
自
分
の
日
本
的
情
緒
か
ら
出
る
直
観
的
な
結
果
と
し
て
、）「
西

洋
人
の
心
は
浅
く
、
東
洋
人
の
心
は
深
い
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
い
う
。

し
か
も
、
西
洋
人
の
浅
い
心
を
「
第
一
の
心
」、
東
洋
人
の
深
い
心
を
「
第
二
の

心
」
と
名
付
け
、
戦
後
日
本
人
は
「
第
一
の
心
」
ば
か
り
を
見
て
き
た
（
日
本

的
な
日
本
人
で
は
な
い
）
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
岡
潔
は
、（
日
本
的
な
）
日
本
の
心
の
構
造
を
数

学
と
直
観
の
両
面
か
ら
調
べ
た
結
果
、
日
本
の
心
の
規
定
を
成
す
「
情
（
情
緒
）」
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の
深
さ
の
前
に
は
、
同
じ
東
洋
の
思
想
た
る
仏
教
で
さ
え
無
力
で
不
十
分
だ
と

述
べ
、
「
真
情
」
と
し
て
の
「
日
本
の
心
（
情
）
」
な
る
も
の
を
図
の
一
番
底
に

置
い
て
い
る
。 

 

岡
潔
は
、「
日
本
の
心
は
人
間
全
般
の
心
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
日
本
は
世

界
で
あ
る
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
岡
潔
に
よ
る
と
、
近
代
西
洋
人
に
は

「
真
情
」
と
い
う
も
の
が
な
い
ら
し
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
自
ら
の
数
学
と
日

本
的
情
緒
か
ら
見
い
出
し
た
と
岡
潔
は
述
べ
て
い
る
。 

 

 

  

■
岡
潔
の
唯
識
思
想
へ
の
私
な
り
の
注
文
点 

  

実
は
私
は
、
岡
潔
の
「
脳
局
在
論
に
基
づ
く
因
果
律
と
し
て
の
日
本
的
情
緒
」

の
考
え
方
に
は
、
か
な
り
異
論
が
あ
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
岡
潔
は
、
前

頭
葉
を
自
我
意
識
、
側
頭
葉
（
今
の
右
脳
・
左
脳
に
対
す
る
岡
潔
の
呼
び
方
）

を
機
械
室
と
呼
び
、「
戦
後
日
本
は
機
械
室
ば
か
り
を
教
育
し
、
日
本
的
情
緒
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
」
と
批
判
し
、
日
本
的
情
緒
と
い
う
も
の
は
前
頭
葉

に
よ
っ
て
側
頭
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
発
生
す
る
と
見
て
い
る
。
つ

ま
り
、
岡
潔
は
、
前
頭
葉
以
外
の
脳
部
位
を
前
頭
葉
に
対
し
て
従
属
的
・
補
助

的
に
扱
っ
て
い
る
。 

（
私
が
読
む
限
り
、
岡
潔
の
脳
局
在
論
の
主
張
と
図
と
は
、
あ
ま
り
合
っ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
図
の
方
が
正
し
い
よ
う
に
思
え
る
。） 

 

こ
れ
に
対
し
て
私
の
場
合
は
、「
脳
や
内
臓
の
各
部
位
ど
う
し
に
は
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
的
な
因
果
関
係
・
上
意
下
達
関
係
は
存
在
し
な
い
」
と
考
え
る
。 

 

自
我
意
識
・
知
性
の
座
た
る
前
頭
葉
と
そ
れ
以
外
の
大
脳
部
位
、
さ
ら
に
は

脳
と
そ
れ
以
外
の
身
体
部
位
と
に
機
能
差
が
な
い
と
達
観
す
る
こ
と
。
す
な
わ

ち
、
随
意
的
思
惟
・
意
識
と
不
随
意
的
五
感
・
感
覚
と
が
同
時
に
脳
と
身
体
の

全
体
に
確
率
分
布
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
知
る
こ
と
。
我
々
が
大
脳
の
前
頭

葉
を
「
観
測
」
し
た
瞬
間
、
そ
こ
に
自
我
意
識
が
収
束
・
可
視
化
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
と
悟
る
こ
と
。 

 

私
の
場
合
は
、
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
、
脳
で
成
す
ま
で
も
な
く
、
内
臓
で
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体
感
し
て
い
る
「
情
態
」
を
、
「
日
本
の
心
」
と
言
う
の
だ
と
考
え
て
い
る
し
、

仏
教
の
真
如
（
真
理
）
に
向
か
う
考
え
方
だ
と
考
え
て
い
る
。「
懐
か
し
さ
」
や

「
は
か
な
さ
」
や
「
恋
」
な
ど
も
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

私
の
場
合
は
、
た
と
え
か
な
り
譲
歩
し
て
「
脳
局
在
論
」
を
認
め
た
と
し
て

も
、
岡
潔
が
「
日
本
的
情
緒
」
と
呼
ん
だ
情
感
は
、
前
頭
葉
で
は
な
く
、
む
し

ろ
側
頭
葉
（
聴
覚
そ
の
も
の
）
や
頭
頂
葉
（
体
性
感
覚
そ
の
も
の
）
や
視
覚
・

味
覚
・
嗅
覚
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
五
感
と
前
頭
葉
の
融
合
感
覚
（
共
感
覚
）

こ
そ
が
、
日
本
的
情
緒
や
非
西
洋
的
先
住
民
族
文
化
を
生
み
出
し
た
と
考
え
て

い
る
。 

 

本
来
の
禅
・
中
観
・
唯
識
思
想
も
、
岡
潔
の
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て
お
ら
ず
、

私
の
主
張
の
方
に
近
い
と
言
え
る
。
唯
識
で
は
ど
う
考
え
る
か
と
言
う
と
、「
五

感
は
意
識
で
あ
り
、
思
惟
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、「
五
感
（
五
識
）」（
知

覚
）
は
「
意
識
」
や
「
思
惟
」
の
下
位
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
拒

否
す
る
。 

 

だ
か
ら
、
正
し
く
は
、
岡
潔
の
図
の
「
五
感
」
と
「
意
識
」
と
は
横
並
び
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
私
の
唯
識
思
想
分
析
か
ら
見
た
岡
潔
の
図
へ
の

注
文
で
あ
る
。（
巷
の
唯
識
思
想
の
解
説
に
お
い
て
も
、
意
識
を
五
識
の
真
下
に

置
く
図
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
理
由
で
「
悪
く
は
な
い
が
不
十
分
」

だ
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。） 

「
日
本
の
心
を
説
明
す
る
に
は
仏
教
（
日
本
に
と
っ
て
は
外
来
の
思
想
）
で
さ

え
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
」
の
は
、
岡
潔
も
私
も
同
じ
だ
が
、
そ
の
理

由
と
し
て
、
岡
潔
は
、「
仏
教
の
識
（
岡
潔
に
よ
る
図
の
マ
ナ
識
や
ア
ラ
ヤ
識
。

意
味
の
解
説
は
後
述
）
よ
り
も
縦
方
向
（
鉛
直
方
向
）
に
深
い
の
が
日
本
の
心

で
あ
る
か
ら
」
と
考
え
て
い
る
。 

 

私
は
、「
仏
教
が
説
明
し
て
い
る
同
じ
心
は
元
々
縄
文
・
弥
生
的
自
然
信
仰
（
ア

ニ
ミ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
に
も
あ
っ
た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
用
語
で



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

39 

 

説
明
す
る
と
、
悪
く
は
な
い
が
野
暮
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
考
え
て
い
る
。 

 
事
実
、
仏
教
が
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
時
、「
日
本
」
と
い
う
国
号
も
概
念
も
ま

だ
な
く
、「
一
つ
の
ヤ
マ
ト
文
化
を
共
有
す
る
民
族
共
同
体
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
人
々
の
い
た
地
理
的
範
囲
は
今
の
日
本
の
国
土
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
上
に
、

唯
識
思
想
が
法
相
宗
（
南
都
六
宗
の
一
つ
）
の
教
義
と
し
て
日
本
に
広
ま
る
の

は
さ
ら
に
後
世
で
あ
る
な
ど
、
唯
識
思
想
と
岡
潔
の
言
う
「
日
本
の
心
」
と
は
、

元
よ
り
歴
史
的
に
別
々
の
動
き
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
唯
識
思
想
の
図
の
中

に
一
要
素
と
し
て
「
日
本
の
心
」
を
描
き
込
む
岡
潔
の
行
為
に
は
、
か
な
り
無

理
な
奇
抜
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
私
は
、
岡
潔
の
よ
う
に
「
西
洋
人
は
東
洋
人
・
日
本
人
よ
り
も
心
が

浅
い
」
と
い
う
趣
旨
の
主
張
を
す
る
東
洋
人
・
日
本
人
有
識
者
を
見
る
際
、
そ

の
有
識
者
が
「
今
の
」
や
「
昔
の
」
と
い
っ
た
修
飾
語
句
を
き
ち
ん
と
用
い
て

い
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
態
度
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。 

 

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、「
今
の
日
本
人
は
、
昔
以
上
に
価
値
観
が
西
洋

人
と
大
差
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
か
、「
岡
潔
の
言
う
深
い
心
を
西
洋
人
が
持
っ

て
い
た
時
代
も
昔
は
あ
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
だ
け
で
、
随
分
と
知
的

で
冷
静
な
（
そ
れ
こ
そ
科
学
的
な
）
目
線
で
い
ら
れ
る
と
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

■
岡
潔
の
達
観 

  

し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
岡
潔
の
そ
ん
な
些
細
な
世
界
史
・
仏

教
史
上
の
知
識
ミ
ス
で
は
な
く
、
岡
潔
が
気
づ
い
た
、
洋
の
東
西
で
の
「
心
の

構
造
要
素
の
積
み
上
げ
方
」
の
違
い
で
あ
る
。
数
学
と
い
う
西
洋
人
の
も
の
の

考
え
方
を
知
り
尽
く
し
た
こ
の
日
本
人
が
、
数
学
と
仏
教
の
両
方
を
人
生
を
か

け
て
精
査
し
た
結
果
、「
西
洋
の
心
は
浅
く
、
東
洋
の
心
は
深
く
、
し
か
も
日
本

の
心
は
仏
教
で
さ
え
達
し
得
な
い
深
さ
に
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
そ
れ
な
り

に
切
実
で
、
看
過
し
が
た
い
重
み
が
あ
る
。 

（
こ
う
い
う
発
言
は
、
例
え
ば
松
下
幸
之
助
の
「
水
道
哲
学
」
を
批
判
し
て
松

下
幸
之
助
本
人
に
仏
教
論
を
持
ち
か
け
た
中
で
言
う
な
ど
し
た
た
め
、
奇
行
の

一
種
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。） 

 

西
洋
で
は
、
お
お
ま
か
に
分
け
た
だ
け
で
も
「
感
覚
・
知
覚
・
認
識
・
認
知
・

思
惟
・
感
情
」
と
い
っ
た
段
階
説
を
と
り
、
こ
れ
ら
を
下
か
ら
順
に
積
み
上
げ
、

逆
に
上
か
ら
順
に
欠
け
て
い
く
の
を
「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
」
や
「
自
閉
症
」

や
「
動
物
」
と
す
る
。
だ
か
ら
、
西
洋
の
精
神
病
理
学
や
量
子
脳
理
論
に
よ
れ

ば
、「
自
閉
症
者
は
、
五
感
が
あ
っ
て
感
情
が
な
い
」
と
か
「
動
物
は
、
か
ろ
う

じ
て
認
知
能
力
は
あ
る
が
思
惟
し
な
い
」
と
い
う
分
析
に
な
る
。 

 

先
の
「
心
の
理
論
」
の
無
理
解
者
と
し
て
の
自
閉
症
が
西
洋
の
論
文
で
用
い

ら
れ
た
場
合
は
、「
五
感
が
あ
っ
て
思
惟
・
思
考
が
な
い
人
間
」
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
岡
潔
の
図
に
同
じ
こ
と
を
言
わ
せ
る
と
、
西
洋
で
は
「
自
閉
症
者
に

は
、
友
だ
ち
ど
う
し
で
ケ
ン
カ
を
す
る
本
能
的
な
競
争
心
は
あ
っ
て
も
、
知
識

に
乏
し
く
、
感
情
は
も
っ
と
乏
し
い
」
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
岡
潔
も
私
も
、

こ
の
よ
う
な
も
の
の
見
方
に
異
論
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。 

  

■
現
行
の
未
分
化
的
体
感
と
し
て
の
唯
識 
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唯
識
思
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
全
て
現
行
（
げ
ん
ぎ
ょ
う
）（
五
感
プ
ラ

ス
意
識
＝
六
識
）
と
し
て
刹
那
滅
（
せ
つ
な
め
つ
）
の
原
理
の
元
に
阿
頼
耶
識

縁
起
（
あ
ら
や
し
き
え
ん
ぎ
）
を
反
復
し
て
い
る
と
見
る
。 

 

阿
頼
耶
識
と
い
う
の
は
、
我
々
の
身
体
に
宿
る
、
素
粒
子
・
ア
メ
ー
バ
・
霊

長
類
時
代
か
ら
今
の
身
体
に
至
る
全
て
の
記
憶
の
「
薫
習
（
く
ん
じ
ゅ
う
）」
さ

れ
た
「
場
」
で
、
本
能
で
あ
る
末
那
識
の
底
に
あ
る
。
五
感
や
自
己
意
識
と
い

う
も
の
は
、
自
己
の
身
体
に
よ
る
こ
の
阿
頼
耶
識
の
参
照
で
あ
る
と
見
な
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
ご
く
普
通
に
」
起
こ
っ
て
い
る
身
体
が
、
自
閉
症
者

や
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
の
身
体
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
ど
の
情
報
を
採
っ
て
ど
の
情
報
を
切
り
捨
て
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

意
識
・
思
考
し
な
い
。 

 

そ
の
一
の
記
事
の
交
通
事
故
の
例
で
言
え
ば
、「
事
故
車
両
は
走
行
中
に
時
間

が
遅
れ
、
こ
れ
を
構
成
す
る
量
子
と
し
て
の
素
粒
子
の
位
置
と
運
動
量
が
同
時

に
確
定
で
き
な
い
」
と
い
う
量
子
力
学
的
事
実
と
、「
今
事
故
を
起
こ
し
た
人
物

は
こ
の
人
で
、
事
故
車
両
は
こ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
事
実

の
両
方
を
「
知
覚
」
し
て
し
ま
い
、
い
ず
れ
が
近
現
代
的
五
感
に
立
脚
す
る
法

治
国
家
に
お
け
る
交
通
事
故
処
理
に
と
っ
て
「
正
し
い
か
」
が
判
断
で
き
な
い
。 

 

自
閉
症
の
サ
ヴ
ァ
ン
に
は
、
「
今
見
た
情
報
」
ど
こ
ろ
か
、「
西
暦
何
年
何
月

何
日
に
見
た
情
報
」
な
ど
も
写
真
の
よ
う
に
覚
え
て
い
た
り
す
る
（
カ
レ
ン
ダ

ー
記
憶
な
ど
）
人
も
い
る
。 

 

だ
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、「
五
感
で
知
覚
」
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
「
思

考
・
思
惟
・
意
識
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
外
界
の
情
報
」

を
そ
の
ま
ま
「
受
け
取
る
」
と
い
う
こ
と
は
、「
素
粒
子
は
粒
子
性
と
波
動
性
の

両
方
を
持
つ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も
最
初
か
ら
「
見
え
て
」
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
が
自
閉
症
者
た
ち
の
世
界
認
識
で
あ
る
と
、
私
は
見
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
あ
ら
ゆ
る
情
報
」
を
知
覚
し
て
し
ま
い
、
現
代
社
会
生
活
に

な
じ
め
な
い
こ
と
が
自
閉
症
の
特
色
だ
が
、
こ
の
「
あ
ら
ゆ
る
情
報
」
を
唯
識

思
想
の
「
現
行
（
げ
ん
ぎ
ょ
う
）」
だ
と
考
え
れ
ば
、
自
閉
症
と
は
「
五
感
が
意

識
に
同
一
で
あ
る
状
態
」
、「
内
臓
感
覚
が
モ
ノ
を
考
え
て
い
る
状
態
」
を
言
う

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
私
は
「
古
代
人
一
般
の
標
準
的
外
界
認
識
」
で
あ
っ
た

と
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

私
の
対
女
性
共
感
覚
も
同
じ
こ
と
だ
と
考
え
て
い
て
、
私
は
、「
女
性
の
排
卵

を
知
覚
す
る
」
こ
と
と
「
女
性
の
排
卵
を
思
惟
す
る
」
こ
と
と
が
同
一
で
あ
る

こ
と
が
（
人
間
を
含
め
た
）
動
物
の
オ
ス
の
共
有
本
能
（
本
有
種
子
（
ほ
ん
ぬ

し
ゅ
う
じ
））
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
現
代
人
男
性
の
「
現
行
」
が
阿
頼
耶
識
を

参
照
し
て
い
な
い
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
す
の
で
、
先
の
（
１
）
か
ら
（
４
）

の
前
後
関
係
が
「
逆
転
す
る
」
こ
と
の
方
が
「
科
学
的
真
実
」
で
あ
る
の
は
当

た
り
前
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。 

  

■
西
洋
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
へ
の
懐
古 

  
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
が
世
界
制
覇
す
る
以
前
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
、
あ

る
い
は
西
洋
に
キ
リ
ス
ト
教
が
誕
生
す
る
前
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
い
わ
ゆ
る
侮
蔑

表
現
で
言
う
「
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
」）
に
も
同
じ
世
界
観
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
西



『岩崎純一全集』第十九巻「人文科学（一の九）」 

41 

 

洋
人
は
お
り
、
動
物
行
動
学
者
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
な
ど
は
、「
今
の
統
合
失
調
症
者

の
精
神
構
造
は
古
代
人
一
般
の
精
神
構
造
に
同
一
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
し
た

こ
と
が
あ
る
。 

 

実
際
の
と
こ
ろ
、
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
他
宗
教
を
排
撃
す
る
た
め

の
侮
蔑
表
現
と
し
て
「
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
」
や
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
用
語

を
生
み
出
し
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

そ
の
も
の
、
聖
書
そ
の
も
の
は
、
極
め
て
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
的
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的

な
要
素
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

（
キ
リ
ス
ト
自
身
は
、
何
も
世
界
の
宗
教
を
一
神
教
と
多
神
教
と
に
分
別
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
分
別
し
た
の
は
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。） 

 

私
も
同
じ
よ
う
な
発
想
を
し
て
お
り
、「
現
代
の
自
閉
症
者
や
サ
ヴ
ァ
ン
症
候

群
者
の
世
界
認
識
の
方
が
、
西
洋
原
始
人
及
び
近
世
以
前
の
日
本
人
全
般
の
通

常
の
世
界
認
識
で
あ
っ
た
」
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
、
解
離
性
障
害
に
つ
い
て

も
同
様
で
、
古
代
日
本
女
性
の
通
常
の
世
界
認
識
が
今
の
解
離
性
障
害
で
あ
り
、

ま
た
日
本
女
性
の
全
員
が
「
巫
女
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
と
い
う

折
口
信
夫
や
中
山
太
郎
の
説
を
私
は
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。 

「
人
間
以
外
の
動
物
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
を
持
た
な
い
」
と
い
う
脳
科
学
全
般

の
合
意
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
子
ど
も
が
い
つ
生
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と

も
、
動
物
の
母
親
は
覚
え
て
い
な
い
「
か
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
」。 

 

と
こ
ろ
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
実
際
に
は
、
重
度
自
閉
症
者
や
動
物

と
い
う
の
は
、
外
界
で
生
起
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
物
理
現
象
（
相
対
性
理
論
的
・

量
子
力
学
的
・
不
完
全
性
定
理
的
な
現
象
）
と
「
現
行
」
と
が
一
致
し
て
い
る

境
地
、
す
な
わ
ち
、「
切
り
捨
て
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
や
物
理
理
論
が
一
つ

も
な
く
、
全
て
が
無
意
識
の
深
層
（
阿
頼
耶
識
（
あ
ら
や
し
き
））
に
保
存
さ
れ

る
」（
現
行
薫
種
子
（
げ
ん
ぎ
ょ
う
く
ん
し
ゅ
う
じ
））
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

本
来
の
唯
識
思
想
家
は
、「
切
り
捨
て
な
い
主
体
」
が
「
人
間
の
脳
」
で
あ
る

と
は
限
ら
ず
、
動
物
の
脳
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
植
物
や
岩
石
で
あ
っ
て
も
よ
く
、

さ
ら
に
素
粒
子
一
個
が
主
体
と
な
る
よ
う
な
「
五
感
（
感
覚
）」
や
「
意
識
」
が

あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
前
戻
っ
て
、
素
粒
子
が
量
子
と
し
て
二
重

性
（
粒
子
性
と
波
動
性
）
を
持
つ
の
と
全
く
同
様
に
、
人
間
の
自
己
と
身
体
も

実
体
性
と
非
実
体
性
の
二
重
性
を
同
時
に
持
つ
と
考
え
る
。 

  

■
「
愛
を
も
絶
す
る
」
愛
と
し
て
の
禅
的
中
観
の
境 

  

こ
こ
に
「
中
観
」
な
る
境
地
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。「
中
観
」
と
は
、

量
子
力
学
的
な
「
真
空
」
状
態
に
「
仮
観
」
と
し
て
の
素
粒
子
の
「
は
た
ら
き
」

を
持
た
せ
る
こ
と
を
指
す
、
と
い
う
の
が
私
の
言
い
方
で
あ
る
。 

「
中
観
」
の
言
う
「
は
た
ら
き
」
を
持
た
せ
る
主
体
が
、
唯
識
思
想
家
に
言
わ

せ
て
も
、
西
洋
の
一
神
教
的
な
超
越
理
念
と
し
て
の
神
に
は
当
た
ら
な
い
と
す

る
点
、
す
な
わ
ち
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
・「
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
」
的
・
多
神
教
的
自
然

信
仰
の
全
て
の
体
験
と
記
憶
と
を
薫
習
す
る
阿
頼
耶
識
だ
と
す
る
点
は
重
要
で

あ
る
。 

 
言
い
換
え
る
と
、「
中
観
」
と
は
、
そ
の
「
人
間
や
動
植
物
や
素
粒
子
な
ど
の

自
己
や
身
体
や
構
造
が
実
体
性
と
非
実
体
性
の
二
重
性
を
同
時
に
持
つ
と
考
え

る
自
己
（
識
）
だ
け
は
実
在
す
る
と
見
な
す
境
地
（
唯
識
無
境
）」
を
最
終
的
に
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「
空
」
と
諦
観
し
つ
つ
（
空
観
）
、
「
仮
」
の
実
体
と
し
て
の
他
者
・
自
然
界
と

関
係
し
て
（
仮
観
）
生
き
続
け
る
境
地
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
「
中
観
」
の
「
中
」
と
は
、
「
中
庸
」
の
「
中
」
で
も
あ
り
、
か

つ
「
的
中
」
の
「
中
」
で
も
あ
る
。「
有
る
」
に
対
し
て
「
無
い
」
と
言
う
時
の

「
無
」
は
、「
空
（
く
う
）
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
本
来
の
唯
識
思

想
は
必
ず
中
観
を
志
向
す
る
（
境
識
倶
泯
（
き
ょ
う
し
き
く
み
ん
））
」
と
い
う

の
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。
こ
の
「
中
観
」
の
実
践
に
当
た
る
も
の
が
「
禅
」

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
禅
的
境
地
と
し
て
の
「
絶
対
無
」
こ
そ
、
先
の
『
東
洋
的
無
』（
久

松
真
一
）
に
お
い
て
う
ま
く
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
彼
は
、「
東
洋
的

無
我
」
は
「
愛
を
も
絶
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
だ
と
思

う
。 

 

先
に
も
書
い
た
が
、
重
度
の
自
閉
症
者
・
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
者
に
は
「
心
な

ど
な
い
」
と
言
わ
れ
て
き
た
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
は
っ
き
り
と
こ
の
言
葉
遣

い
で
書
か
れ
て
い
た
。
ま
し
て
や
、「
愛
な
ど
と
い
う
も
の
は
一
生
知
ら
ず
に
終

え
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
言
う
「
愛
」

と
は
、
岡
潔
の
西
洋
の
図
の
最
上
部
の
「
情
」
で
あ
っ
て
、
東
洋
の
図
の
「
情
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

私
の
考
え
で
は
、
自
閉
症
者
に
は
「
現
代
の
人
間
愛
」
が
な
い
だ
け
で
あ
る
。

非
常
に
分
か
り
や
す
く
言
っ
て
、「
最
重
度
の
自
閉
症
者
は
、
相
対
的
に
人
間
へ

の
愛
が
希
薄
だ
と
観
察
さ
れ
る
ほ
ど
有
り
余
る
動
植
物
・
自
然
界
へ
の
愛
の
た

め
に
、
本
能
的
に
西
洋
近
代
的
な
自
己
を
閉
じ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
も

よ
い
と
思
う
。 

 

有
り
余
る
愛
は
、
絶
さ
れ
た
愛
に
同
じ
で
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。「
人
間
愛
」
や

「
隣
人
愛
」
を
超
え
て
、
い
や
、
超
え
る
の
で
は
な
く
人
間
の
原
点
に
前
戻
る

形
で
「
中
観
」
さ
れ
る
「
動
植
物
愛
」
や
「
素
粒
子
愛
」
や
「
宇
宙
愛
」
の
こ

と
を
、
久
松
真
一
は
「
愛
を
も
絶
す
る
」「
東
洋
的
無
」
と
言
い
、
岡
潔
は
「
戦

後
日
本
人
が
ど
こ
か
に
捨
て
て
き
た
」「
日
本
の
心
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
私
は
、「
数
学
は
西
洋
の
学
問
と
し
て
発
生
し
た
が
、
や
が
て
西
洋

の
心
の
浅
さ
に
対
す
る
日
本
的
情
緒
の
深
さ
が
実
際
に
数
学
的
に
証
明
で
き
る
」

と
岡
潔
が
主
張
し
て
い
た
の
と
同
じ
原
理
で
、「
い
わ
ゆ
る
鬱
な
る
精
神
様
態
は

日
本
的
真
情
の
表
明
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
人
間
普
遍
の
心
理
で
あ
っ

た
時
代
が
過
去
に
あ
る
こ
と
が
、
物
理
学
的
・
数
学
的
に
証
明
で
き
る
（
む
し

ろ
、
そ
れ
が
物
理
学
的
・
数
学
的
に
正
し
い
）
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
直
観

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

私
に
は
、
岡
潔
は
紛
れ
も
な
く
『
中
論
』
と
『
成
唯
識
論
』
に
書
い
て
あ
る

こ
と
に
、
数
式
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
、
極
め
て
少
な
い
日
本
人
自
然
科
学
者

の
一
人
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
も
っ
と
重
度
の
自
閉
症
者
た
ち
は
、

い
わ
ば
数
式
を
持
た
ず
に
禅
的
境
地
・
中
観
の
境
地
の
う
ち
に
ひ
た
す
ら
と
ど

ま
る
。
彼
ら
は
、
禅
的
境
地
・
中
観
の
境
地
に
至
る
ま
で
に
、
唯
識
思
想
と
い

う
レ
ト
リ
ッ
ク
さ
え
必
要
と
し
て
い
な
い
と
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。 
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